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巻頭言

新 し い 経 済 へ

シャッター街化した商店街、 廃校になってしまった小学

校、 老朽化した駅舎、 それらを活用し、 わが町の魅力づく

りにつなげたい。 そんな時、 個人やグループが発起人とな

り、 クラウドファンディングで資金を調達しようという動

きが広がっている。 クラウドファンディングとは、 インタ

ーネット上でプロジェクト内容を発信し、 出資者／支援者

を募り、 お金を集める仕組みだ。 そこで集まるのは資金の

みならず、 そのプロジェクトを応援してくれる「仲間」で

あ る。 た だ し、 一 口 に ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ と 言 っ て

も、 利益よりも理念を重視した社会的な活動に対する「寄

付型」や金銭以外の物品や権利を与える「購入型」、 プロジ

ェクトの成否によって分配金が戻ってくる「投資型」など、

いくつかのタイプがあり、 そのことが、 これらの仕組みを

わかりにくくしている面もあるようだ。

今回は、 こうしたクラウドファンディングの分類や具体

的な運営方法に関して識者に解説いただく。 またクラウド

ファンディングの場を提供するプラットフォーマーや、 実

際 に ま ち づ く り に 貢 献 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 す る 運 営

者、 自治体などにも話を聞き、 クラウドファンディングを

活用したまちづくりへの可能性について考える。（編集部）



クラウドファンディング 
とは何か
井上 徹横浜国立大学大学院国際社会科学研究院教授 

クラファンの五つの類型

クラウドファンディング（以後クラフ
ァンと略記）は、何らかのプロジェクト・
目的をもった法人・個人に対して、不特
定多数の出資者が小口の資金を提供する
仕組みです。主にインターネット上のプ
ラットフォームを介して資金提供・資金
調達を行うという共通点をもっていま
すが、資金を必要とする主体とその目
的、資金の提供のしかた、「返礼」の有
無、利益を求めるか否か、といった点か
ら、次の五つに類型化できます。①寄付
型（donation）、②リワード型（reward 
based、購入型ともいう）、③貸付型（融
資型、ソーシャルレンディング=social 
lending）、④事業投資型（事業ファンド
型）、⑤株式型（未公開株投資型、エク
イティ=equity）です。

寄付型及び寄付の要素をもつリワード
型と、金銭的リターンを目的とする投資
型、すなわち、貸付型、事業投資型，株
式型は、別のカテゴリーとして考えるべ
きだと思っています。投資型では、お金
を出す側は自分が得することを目的にや

るわけです。寄付型は、誰かを、あるい
はプロジェクトをサポートするためにお
金を出すわけで、当然ですが、金銭的リ
ターンは求めません。リワード型も基本
は同じで、たとえば、1万円出してくれ
た人に販売価格が3000円のものをリワ
ードとして渡すというかたちです。1万
円出した人に1万円で売るはずのものを
渡せば、それは単なる予約販売です。良
いお客さんではあるけれど、資金を提供
してくれる支援者、サポーターではない。
出した額より金額ベースで言えば低いリ
ワードが返ってくるのが、リワード型で
す。その差額が資金調達、ファンディン
グになっているわけです。

国内でクラファンを広く世間に知らし
めたものに映画「この世界の片隅に」が
あります。この作品は、クラファンを利
用して資金を集めました。リワード型の
典型で、エンドロールに支援者の名前が
クレジットされますが、その権利を支援
者は購入したわけです。金銭的な対価を
得ようとするのではなく、その意味で非
金銭的報酬型ともいわれますが、他では

得られないもの─ここでは名前がクレ
ジットされる、という「お金では買えな
いもの」─が得られたわけです。「こ
の世界の片隅に」は優れたアニメ作品で
したが、興行的にも大成功を収めました。
支援者は、そうした優れた作品を世に送
り出せたことを喜び、加えてクレジット
という形で自身の名前を映像に残せたこ
とに満足感を得たのです。

寄付型クラファンと 
リワード型クラファン

寄付型クラファンとリワード型クラフ
ァンにお金を出す人は、今言いましたよ
うに、リターンが目的ではありません。
寄付型クラファンは、文字通り、なんら
かの事業・プロジェクトに対する寄付で
す。日本では、東日本大震災後、急速に
広まりました。直接寄付を行うものもあ
りますが、間接的に行うものや継続的に
寄付を募集するものもあります。出資額、
つまり寄付額は一口500円程度のものか
らさまざまあり、通常調達額は数万円か
ら数百万程度と幅があります。

出資者にとってのメリットは、信頼性
と透明性です。プラットフォーム運営者
が寄付の対象として適切と判断したもの
のみがプラットフォーム上に提示され、
原則として寄付額、使途などが開示され
るので信頼性・透明性は通常の寄付より
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と称しつつも、リターンのない寄付であったり、金額に
応じた商品や権利を付与されるものであったりと、クラ

ウドファンディングの仕組みはさまざまで、実態はなかなか掴みにくい。そうし
たわかりにくさも超えて、まちづくりや地域創生に対し、クラウドファンディン
グにはどのような可能性があるのか。あるいは課題は何かなどについて、経済学、
金融、まちづくりの識者に話をうかがう。
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高いとされています。また、多くの寄付
案件を短時間で比較でき、通常は決済機
能が付随しているので、手軽かつスピー
ディーに寄付できるというのも特徴で
す。また、自動的に定期的な寄付を継続
できるサービスも提供されています。

調達者にとってのメリットは、インタ
ーネットを利用することにより不特定多
数の個人や団体から幅広く、かつ迅速に
寄付を受け入れることができることで
す。また、プラットフォーム上で寄付が
行われるため、広報や募金活動に伴う人
件費などのコストはほとんどゼロです。

寄付型クラファンにおけるリスクは、
出資者、調達者共にそれほど大きなもの
はないと思われますが、問題点がないわ
けではありません。プラットフォーム上
で公開すれば、一定額の寄付は集まるた
め、社会的に見て過剰な寄付が行われる
可能性があります。事業者・プラットフ
ォーム運営者は、当然のことながら寄付
募集の「効果的な見せ方」を研究してい
て、それ自体寄付型クラファンのメリッ
トですが、同時に、過剰な寄付を生む可
能性もあります。プラットフォーム運営
者へは、寄付金の15〜17%程度が手数
料として支払われますが、調達額が大き
いほど手数料収入が増える以上、過剰な
寄付が誘導されるリスクは常にあるとみ
ていいでしょう。

リワード型クラファンは、購入型、報
酬型とも呼ばれ、プロジェクトへの出資
に対して、商品やサービスなどのリワー
ド、リターンがもたらされるもので、日
本で最初に普及したクラファンです。商
品開発や出店などの事業を計画している
中小事業者、スタートアップ企業や個人
が資金を集めるために目標金額を設定し
たプロジェクトで支援者を募集し、その
企画に賛同した支援者は予約購入という
形で資金を提供します。支援者はリタ
ーンとして商品やサービスが得られま
す。資金調達に成功し、プロジェクトが

実行されてから、商品の生産やサービス
の提供が行われるため、事業者側から見
ればインターネット上のプラットフォー
ムを介した受注生産、もしくは予約販売
─支援者（購入者）にとっては予約購
入─とみなすこともできます。リター
ンを得るまでの期間（出資期間）は、通常、
2カ月から1年程度です。

国内のクラファンのなかでは、このリ
ワード型の件数が最も多く、通常、報酬
となる商品などの価値は出資額よりかな
り低く、寄付・支援の性格をもつ事例が
多いです。購入する側が支援者と呼ばれ
るのは、このためです。

たとえば、ここにあるのは流木を用
いたキャンドルスタンドです（写真）。
2017年に九州北部豪雨で発生した流木
を復興支援に利用しようという「流木を
用いたウッドキャンドル制作」という朝
倉市で行われたプロジェクトです。私は
福岡出身なので、普通ならもっと安く買
えるのでしょうが、応援する気持ちで、
ある程度の金額を出して購入しました。
流木をそのまま利用しているので、原材
料はほぼゼロ。むしろ流木が片付くし、
キャッシュが入ることで復興に直接つな
がることもあって、事業者にとっては一
石二鳥です。これなどは、リワード型の
モデルケースといえるでしょう。

リワード型クラファンのほとんどは、
「達成後支援型（all or nothing）」と「即
時支援型（all-inあるいはダイレクト）と
いう二つの形式のいずれかを取っていま
す。「達成後支援型」は、資金調達額（販
売額）が事業者が自ら設定した目標金額
に達成した場合のみ実行されます。目標
金額を達成できなかった場合、すなわち
購入予約が不調な場合には支援金が全額
返金されます。
「即時支援型」は、社会事業への貢献・
寄付などを目的とした見返りを求めない
プロジェクトなどで多く利用されます。
目標金額の達成にかかわらず実行されま

すが、寄付の性格が強く実質的なリター
ンはわずかか、あるいは儀礼的なもので
あることが多く、寄付型とみなした方が
よいものもあります。また、最近では、
第三のタイプとして継続的支援型ともい
える「ファンクラブ型」が台頭してきて
います。

リワード型クラファンにおける出資者
（購入者）のメリットは、共感できるプ
ロジェクトへの参加、すなわち、先ほど
の「この世界の片隅に」の事例のように、
価値の創造にかかわることへの満足感が
挙げられます。同時に、プロジェクトが
実現されないリスクがあり、また、成果
物あるいは納入期日が期待とは異なると
いうリスクもあります。事業者にとって
は、先に事業資金が得られることが大き
なメリットです。商品開発においては、
開発・生産前から売り手と事業採算の見
込みを確保したうえで、商品開発・生産
を行うことができるからです。逆にデメ
リットとしては、資金が集まらず事業が
できないというリスクがありますし、ウ
ェブ上で事業の内容を公開するため、事
業のアイデアが流出するということもあ
ります。クラファンの特長がマイナスに
働くこともあり得るということです。

貸付型クラファンと 
事業投資型クラファン

貸付型クラファン（ソーシャルレンデ
ィング）は、匿名組合契約を利用した貸
付をインターネット上のプラットフォー

●リワード型クラファン「流木を用いたウッドキャン
ドル制作」のリターン
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ムを介して行うものが主流です。匿名
組合契約とは、匿名組合員（投資家）が、
事業者（資金調達者）の事業のために資
金を提供し、その事業から生じる利益の
分配を受けることを約束する契約であ
り、日本では、商法535条に規定されて
います。ただ注意してもらいたいのは、
法的には、事業者と匿名組合員の間の双
務契約のことをいい、匿名組合といって
も団体ではないことです。

匿名組合契約は、事業者が匿名組合員
から集めた財産を運用して利益をあげ、
これを分配するものですが、小口の資金
をインターネット上で広く集めるクラフ
ァンの手法を用いることによって、事業
資金などの資金を必要としている個人や
法人に迅速に資金を提供することができ
ます。日本では、第二種金融商品取引業、
または第二種小額電子募集取扱業者の登
録が必要で、貸付（融資）を広く継続的
に行う場合は、さらに、「貸金業」の登
録が必要です。

資金を必要とする企業などへの資金提
供は貸付（レンディング）という形で行
われますが、ソーシャルレンディング事
業者が「投資的資金」を受け入れて運用
するという点では投資信託に近いです。
日本では、ソーシャルレンディング事業
者が、海外を含む複数の企業・事業に融
資（もしくは投融資）するファンド（投資
事業有限責任組合）を設立し、そのファ
ンドへの出資を募集するという形も多く
見られます。投資家は、ファンドの融資
先や約束利率・リスクを勘案して出資す
る案件（ファンド）を選定し、利子（もし
くは分配金）を受け取ります。出資期間
は、通常、数カ月から3年程度であり、
資金調達規模は数10万円から数億円ま
で幅広く、最低出資額は一口1万円程度
のものから高額のものまでかなり多様で
す。

投資家にとっては、預金あるいは国債
などよりも、相対的に高利回りの運用が

できるというメリットがありますが、貸
し倒れリスクや約束利率を受け取れない
リスクがあるのは、社債への投資と同様
です。あくまでも貸付であるため、資金
調達した事業者は、事業の状況にかかわ
らず返済の義務を負っています。また、
ファンド形式のため個別の貸付先を把握
できないというデメリットがある場合も
あります。

事業者のメリットとしては、資金調達
機会の拡大があります。相対的に短期間
で資金を調達できる可能性があります
が、資金調達に失敗するリスクもありま
す。

貸付型クラファン運営者は、匿名組合
の所有者であり、事業の審査選別と与信
管理を行います。その主たる収入は、基
本的には貸付利率と約束利率の間の利ざ
や（1.5〜5%）ですが、募集額の1〜4%
程度の手数料をとる場合もあり、分配後
の残余利益を得る場合もあります。

事業投資型クラファンは、あるプロジ
ェクトに対して匿名組合契約を設定し、
ブラットフォームを介して出資を行うも
のです。事業者は、当該プロジェクトを
行うために資金を出資によって調達し、
投資家は、プロジェクトに対して出資を
行い、プロジェクトから発生した利益の
分配を受けます。出資先の事業計画をベ
ースに、出資者が事業の成否を判断して
出資しますが、株式を取得するものでは
ないため、出資者は、出資後も事業に直
接関与はできません。出資期間は相対的
に長く、10年に及ぶものもありますが、
平均して2〜5年が多いようです。事業
者の資金調達規模は、数百万円から1億
円程度、最低出資額は一口1万円程度の
ものからかなり高額のものまで多様で
す。

投資型はすべてそうですが、出資者の
投資機会を広げることがメリットです。
事業投資型は、ハイリスク・ハイリター
ンの投資機会へのアクセスを容易にしま

す。貸付型クラファンとの違いの一つは、
個々の事業を自分で吟味しながら投資で
きることです。また、資金調達者（事業
者）のメリットは、事業リスクを分散で
きることです。プラットフォーム運営者
の収入は、基本的には手数料（募集額の
2〜8%程度）ですが、残余利益の分配を
受けることもあります。

私の分類では、もう一つ株式型クラ
ファン（未公開株投資型）がありますが、
連続インタビューで佐藤公信氏が詳しく
話されているとのことですので　（p5）、
ここでは省きます。

クラファンは 
スモールビジネスに向いている

一時期、地方の金融機関でベンチャー
キャピタルをつくるのがブームになった
ことがありました。もちろん、今でも新
規事業立ち上げに熱心な地方の金融機関
はいくつもあります。ただ、そうしたト
レンドに対して私は少し違った見方をし
ています。金融機関だけでなく、地方の
自治体も同じだと思うのですが、打率は
低いけれども、長打を狙うタイプの企業
に期待をかけているわけです。100打数
1安打でもいいから、1安打は場外ホー
ムラン! という話です。でも、本当にそ
うなんでしょうか。地方にとって育って
ほしい企業は、上場してGAFAを脅か
すような存在、というのではないと思う
んですね。たとえば、仮に、東京から数
百km離れた地域でそうした企業が出て
きたとしたら、次のステップは東京でし
ょう。さらに、その先は海外かもしれな
い。いずれにしてもその出生地に残って
事業を続けるという確率はすごく低いと
思います。

そもそもビジネスモデルが違うんで
す。地方自治体、市、あるいは町でもい
いんですが、その地域により必要なのは、
良いスモールビジネスです。せいぜいミ
ディアムサイズまで。その地域に根差し
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まちづくりと株式投資型 
クラウドファンディング
佐藤公信株式会社パプリックトラスト代表取締役 

目的をもった事業法人や個人に対し
て、プラットフォーマーを通じて、不特
定多数の資金提供者を集め資金調達を行
うのがクラウドファンディング（以後ク
ラファンと略記）で、現在5種類ありま
すが、私はざっくり売上げタイプと金融
タイプに分けています。日本で普及して
いるのは前払い（購入）型や寄付型と呼
ばれる売上げタイプですが、私が得意な
のは金融タイプで、融資型、ファンド型、
株式投資型の三つがあります。なかでも
最も新しいのが3年前（2017年）に解禁
された株式投資型です。

従来のクラファンは、映画や音楽をつ
くる時の資金集めや被災地支援のための
資金集め、新商品をつくる時の資金集め
などに利用されていました。株式投資型
クラファンは、それらとはまったく異な
るものです。いわゆるベンチャー企業、
スタートアップ企業、企業内企業の株主
として出資を募るというタイプで、IPO

（Initial Public Offering=新規公開株）
に 対 し てIFO（Initial Fund Offering）
と呼ばれることもあります。

株式投資型クラファンのしくみと特徴

株式投資型クラファンとはどのような
ものでしょうか。少し詳しく説明しまし
ょう。少額の資金を多くの人から募るこ
とは、昔からよく行われてきました。よ
く知られた例として東大寺の再建があり
ます。鎌倉幕府ができる直前の1181年
に、焼き討ちで焼失した東大寺と大仏の
修復・再建のために、信者や有志から少
額の寄付を集めましたが、これは日本で
最初のクラファンではないかといわれて
います。また、ニューヨークの「自由の
女神」像の台座をつくる時に、少額ずつ
の寄付を集めたとされていますが、これ
もクラファンだったようです。ただ、現
代のクラファンが伝統的な資金募集と最
も違う点は、インターネットを使って行
われることです。インターネット上に仲
介する仕組み─仲介する業者をプラッ
トフォーマーと呼びます─がつくら
れ、資金の募集は、プラットフォーマー
を通して行われます。従来の代表的クラ
ファンである購入型は、誰でもプラット
フォーマーになることができますが、金

融タイプの融資型、ファンド型、株式投
資型は、いずれも法律によって認可され
た事業者しかプラットフォーマーにはな
れません。現在、金融庁の厳格な審査を
クリアしたプラットフォーマーは6社。
そこに推計で約3万人の個人投資家が登
録しています。

株式投資型は、一人が出資できる金額
は最大で年間1社50万円と決められてい
ます。また、投資先である企業が調達で
きる額も、年間1億円と決まっています。
従来の売上げタイプのクラファンの出資
額は多くても一人1万円とか2万円とい
った額ですが、株式投資型は、その10
倍以上の23万円くらいが平均です。調
達できる額も平均すると1回3000万円
くらい。従来のクラファンと比べてスケ
ールが1桁大きいのが株式投資型です。

株式投資型にかかわって驚いたことが
あります。資金の出し手がたくさんいる
という事実でした。世の中には、ベンチ
ャー企業、スタートアップ企業、企業内
企業などに出資したい、応援したいとい
う人がたくさんいるということです。一
方、成長するための資金を求めているベ
ンチャー企業、スタートアップ企業、企
業内企業もたくさんあります。これまで、
その両者を結び付ける仕組みがなかった
のです。インターネットが普及したおか
げで、出資する人と調達したい人が結び

てビジネスを展開する企業の多くは、決
して巨大企業ではないはずです。パン屋
さんでもクラフトビールのブルワリーで
もホテルでもいい。「いい店だね」「いい
商品だね」「いいサービスだね」とみんな
が言ってくれるような企業こそ地域にい
てほしい。そういうスモールビジネスが
たくさんあることの方が、ずっといいは
ずです。だとすれば、ベンチャーキャピ
タルが相手にするような企業ではなく

て、確実に塁を進めていくような打者が
いっぱい出てきてくれる方がいい。そう
した企業を育てるには、まさにクラファ
ンはうってつけです。

クラファンには5種類あると言いまし
た。どれがいいというよりも、それぞれ
の特徴を理解して、ふさわしいと思うク
ラファンを利用すれば良いのです。たと
えば、地方の町でスモールビジネスを育
てたいと思うのであれば、私ならリワー

ド型クラファンを選びます。リワード型
の利点は、マーケティングリサーチにも
なるところです。

まちづくりやまちおこしには、クラフ
ァンは非常に有効だと思っています。と
くに地方自治体や地方の金融機関は、そ
の地域の情報をたくさんもっています。
それを活かしながら地域を盛り上げるた
めに、クラファンを使わない手はないと
思います。（談）



付いたのです。

株式投資型クラファンの現況

今、日本で課題とされているのは、ベ
ンチャー企業、スタートアップ企業によ
る事業創出とその育成です。株式投資型
は、まさにそのニーズに応えるべく登場
しました。それはまた、間接金融から直
接金融への大きな流れをつくり出すと期
待されています。

間接金融というのは、銀行による融資
が代表的なもので、これまでの日本の産
業界を支えてきた金融システムです。そ
れに対して、投資家から直接、資金を調
達するのが直接金融で、株式投資型はこ
れになります。株式投資型によって、直
接金融の流れができると産業界の事情は
大きく変わります。これまで資金調達が
難しかったベンチャー企業に「返済不要
のリスクマネー」が入るようになります。
そのことにより既存の企業を成長させる
だけではなく、新規産業を育成できるよ
うになります。

これまでにも株式投資という仕組みは
ありました。しかし、取引所などの株式
マーケットは、ごく一部の上場企業に資
金が流れていく仕組みであって、創業し
たばかりのベンチャー企業に資金が流れ
ていく仕組みではありませんでした。ベ
ンチャー企業は、縁故者からお金をかき
集めるか、銀行から借入するしか資金調
達の道はなかったのです。たまに、ベン
チャーキャピタルや大企業などからの出
資を受ける企業もありましたがごく稀で
す。世の中には、「少額ならベンチャー
企業に出資してもいい」という人はたく
さんいたのに、そのお金がベンチャー企
業に入っていかなかったのです。株式投
資型クラファンは、まさにそれを変える
仕組みです。じつは、一般投資家と未公
開のベンチャー企業をつなぐ仕組みとし
てグリーンシートと呼ばれるものがあり
ました。しかし、グリーンシートは規制

の盲点をつき悪用する人が現れ、結局閉
鎖されてしまいました。その教訓を踏ま
えて、新たに法整備されたのが株式投資
型クラファンです。

全国の企業数は、約410万社（2014
年経済センサス［総務省］）。その内の個
人経営が209万、会社企業が175万、会
社以外の法人が26万。わかりやすくい
えば、全国に会社の社長が175万人い
るということです。日本の上場企業は
3600社（2018年9月現在）くらいですか
ら、上場企業の社長は、175万人のうち
のわずか0.2%です。0.2%とはいえ上場
企業の社長は、市場から直接金融で資金
調達ができます。しかし、残りの99.8%
の社長は、市場から広く資金調達をする
ことはできません。ほとんどの場合は、
借入で資金を調達しています。金融機関
から借り入れる時には、金融機関や保証
協会に社長が連帯保証をして借り入れま
す。連帯保証制度においては、借入人と
連帯保証人は並列です。形式上は、会社
が借金をしているようになっています
が、実質的には、社長が個人で借金して
いるのと同じです。

社長が借金額の100%を連帯保証すれ
ば借り入れができて、連帯保証をしない
場合は借り入れができないという「100
か0か」の世界です。日本の場合「30%
連帯保証する」「50%連帯保証する」とい
った中間的なことが許されない仕組みに
なっています。アメリカにも連帯保証制
度はありますが、「○○%連帯保証する」
といった弾力性のある対応をしていま
す。資本主義社会は有限責任が原則です
が、連帯保証制度を見る限り、実態とし
ては社長の無限責任のような形になって
います。ちなみに、日本で事業継承が進
まないのは、連帯保証が大きな要因です。

株式投資型クラファンの 
まちづくりへの可能性

冒頭、金融タイプには、融資型とファ

ンド型、それに株式投資型を加えた三つ
があると言いました。融資型─ソーシ
ャルレンディングとも呼ばれています
─は、広くお金を集めてプロジェクト

（事業者）に貸し付けるもので、事業者
側は、クラファンを使ってプラットフオ
ーマー経由で借り入れをし、金利を支払
う仕組みです。

ファンド型は、プロジェクトに対して、
ファンド（基金）としてお金を募集する
形態です。融資型のリターンは金利です
が、ファンド型は利払いではなく配当に
なります。たとえば、1億円のファンド
をつくる場合、1億2000万円を募集し
て、ファンドに1億円を渡し、2000万
円を手数料収入としてプラットフォーマ
ーが受け取るというかたちで運営されて
います。プラットフォーマーは募集する
だけですから配当にはかかわりません。
配当は、ファンド運営会社から出資者に
支払われます。

ファンド型が使われる例として多いの
は映画製作などです。映画製作は、製作
委員会方式のものが増えていますが、実
質的にはファンドです。映画製作から公
開まで時間がかかりますが、その間出資
者にリターンはありません。1年後、2
年後に映画がヒットして興行収入が大き
くなるとそのなかから配当が支払われま
す。ただ、大規模な映画製作の場合、何
10億円、何100億円もの製作費がかか
ります。多額のお金を出せる出資者が集
まってファンドをつくります。出資者は、
業界の大手が多く、ビデオ化権、キャラ
クター権などマネタイズできる権利を出
資者が独占するという商習慣となってい
て、純粋に利益を配当するというかたち
にはなっていないのが実情のようです。

クラファンを利用した映画製作では
「この世界の片隅に」の成功がよく知ら
れていますが クラファンといってもフ
ァンド型ではなく購入型 、また映画の
本編ではなく、パイロットフィルムづく
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りに活用されました。パイロットフィル
ムは収益を生みませんので、配当ではな
く映画のエンドロールに出資者の名前を
掲載するなどのファンづくりとファンの
心をくすぐる工夫したリターンで話題に
なりました。

株式投資型は、金融一種の免許をもっ
ているプラットフォーマー、つまり証券
会社を介して資金調達を行います。現在

（2020年4月）金融庁からプラットフォ
ーマーとして認定されているのは6社で
す。資金調達をしたい会社（事業者）は、
プラットフォーマーである6社いずれか
に審査を要請し、合格することが必須で
す。現在調達希望者で審査合格に至った
のは2%で、狭き門です。

株式投資型で集めたお金は、資本金に
なります。そして、投資家には自社の株
式を発行し株主になってもらいます。株
式投資型クラファンの第1号案件は、ウ
ェブ経理代行の企業で、第1回が1460
万円、第2回が5975万円を調達しまし
た。また他に、働きたい母親を支援する
企 業 が2287万5000円、IoTのAI家 電
メーカーが第1回が3300万円、第2回
が5000万円を調達しました。

株式投資型の大きな特徴は、今言いま
したように調達金額が高額なことで、他
のクラファンと大きく違う点です。もち
ろん、それだけリスクも大きく、出資
者（投資家）も慎重です。投資家は、投
資した会社がIPO（新規株式公開）すれ
ば市場で換金できますが、当然ながら、
IPOできなければ換金できません。株式
投資型は、この点から言えば、未公開株
への株式投資です。未公開株投資にはリ
スクがつきもので、この点も他のクラフ
ァンと異なるところです。

投資家のキャラクターについて言う
と、一人平均20万円を出資しているよ
うで、意外に思われるかもしれませんが、
大企業の40代サラリーマンが中心層で
す。また、資本金の額にかかわらず、調

達後の社長の持ち株率は60〜90%です。
株式投資型でお金を集めるには、出資

者に共感してもらうことがカギになりま
す。私は、株式投資型の「共感」は、二
段構造になっていると言っています。一
段目は、「この会社はいいことをしてい
る。この会社のビジネスが広がると、社
会がもっと良くなる。社会的価値がある
会社だ」と思ってもらえること。言い換
えれば、ワクワク感や温かみなど、エモ
ーショナルな気持ちを呼び起こすことで
す。感情的ないわば「志

こころざし

」への共感です。
「見返りなんて、何もなくてもいいから
応援したい」という人は、寄付型を選ぶ
かもしれません。また「社会に貢献する
すばらしい商品だ。この会社の商品を買
ってあげよう」と、購入型をえらぶこと
もできます。しかし、株式投資型を選ん
でもらうには、第二段階の「共感」が必
要です。それは、論理的な共感です。「こ
の会社は成長しそうだ。うまくいきそう
だ」という経済面での共感。それを呼び
起こさないと資金は提供してくれませ
ん。第一段階の共感と、第二段階の共感
を呼び起こすことが、株式投資型クラフ
ァンの資金調達を成功させるカギです。

ベンチャー企業、スタートアップ企業、
企業内企業を育成し、将来IPOするこ
とを目的に資金調達をする会社も多くい
るのが株式投資型です。ただし、投資家
の多くはその会社の成長が自分の喜びと
感じます。もちろんしっかり利益を出し
て配当やIPOを視野に入れることも忘
れてはいけません。こうした考えをもて
ばまちづくりや地域開発においても力を
発揮すると思われます。過去の株式投資
は、第二段階の経済面での共感のみでし
たが、株式投資型クラファンは、第一段
階の社会貢献的な共感をより強く意識し
ています。感

エモーショナル

情面の共感を非常に重視す
るわけです。ところが、これまでのまち
づくりや地域開発は、それとは反対に、
第一段階の共感にこそ強い親和性をもっ

ていたように思われます。むしろ経済面
での共感の方が弱かったのではないでし
ょうか。

イベントや祭でワーッと盛り上がって
おしまい。「今年は盛り上がったけど、
さて、来年どうする?」「再来年は何をし
ようか?」。これまでのまちづくりや地
域開発のなかには、やや場当たり的なと
ころがあったように思われます。

永 続、 継 続、going concernが 株 式
会社の大前提です。株式投資型クラファ
ンになぜ数千万円も資金が集まるのか。
投資家は永続すると思っているからであ
り、成長していくと信じているからです。
まちづくりも同じでしょう。5年後も10
年後もなくならず、今よりずっといい町
になっているはずだ、そう信じるから投
資をするのです。

会社経営においてやることは三つで
す。一つは、具体的な目標をもつこと。
二つ目は、その目的に魂（こころ）を入
れる経営理念を明確にすること。そして
三つ目は、それを論理的に進めることで
す。その三つを、言葉にしてしっかりと
説明できることが重要です。この三つは、
まちづくりにおいてもまったく同じだと
思います。この三つをきちっとやれさえ
すれば、投資家は必ず投資してくれるは
ずです。

株式投資型クラファンをきっかけに、
上場（IPO）という目標を明確化する会
社があります。上場を目指すためには、
上場した時の売上高、利益などの具体的
な数値も明確にしなければなりません。
まちづくりも同じです。まちづくりにお
いて重要なのは、この数値化です。エモ
ーションの部分の共感と儲かるというロ
ジカルな共感。この二つが重なった時、
理想の町に一歩近づくための資金を手に
入れることができるのです。株式投資型
クラファンを利用して、みなさんの暮ら
す町が大きく発展することを願っていま
す。（談）



活かせネットの拡散力─ 
地域経済と 
クラウドファンディング
木下 斉一般社団法人エリア・イノベーション・アライアンス代表理事

まちづくりにかかわる立場から、クラ
ウドファンディング（以後クラファンと
略記）をどう評価するかということです
が、一言で言えば、クラファンというの
はお金の集め方です。その集め方にもい
ろいろあって、以前は補助金に頼る他な
かったことが、寄付を募ったり、支援し
てもらったり、あるいは自前で集めたり
して、さまざまなやり方でお金を集めら
れるようになりました。クラファンもそ
の一つで、私たちが日頃かかわっている
ような小さなプロジェクトでは、資金調
達のかなり有力な方法だと思っていま
す。とくに、地域再生を掲げる地方のま
ちづくりにとっては、相当使える。私は
高く評価しています。
今回の新型コロナウイルスの影響で、

たとえば、飲食店の売り上げが軒並み減
って、どこも資金繰りに四苦八苦してい
ます。私が顧問をやっているプラットフ
ォームのCAMPFIREでは、ある飲食店
の一つが金券をクラファンで先行販売す
るというプロジェクトを立ち上げまし
た。いわゆる百貨店などで販売されて
いる金券と同じで、1万円の金券を買う
と1万2000円分購入できるというもの。
ただし、使えるのは来月からという制約
付きです。要するに、来月以降になる売
り上げを、今月の売り上げに前倒しする
という、前売り券の販売をクラファンで
やったのですが、いざ蓋を開けてみると、
買ってくれるお客さんがけっこういて、
募集終了期日前に目標金額に達したよう
です。

気軽さこそクラファンの特長

クラファンには、現在5種類あります

が、一口数千円から1、2万円程度で支
援できる購入型が日本では最も多いよ
うです。そのなかで、どういうクラフ
ァンが今は最も人気を集めているのか。
CAMPFIREに訪ねてみたところ、なん
と日本刀だと言うんです。えっ日本刀?!
私も思わず聞き返しました。どういう意
味か初めわからなかったのですが、要す
るに、日本刀のファンが立ち上げたクラ
ファンなんです。日本刀ファンなら誰で
も知っている刀

か た な か じ

鍛冶がいて、その人に伝
説の刀を再現してもらおうというプロジ
ェクトです。日本刀ファンは、今世界中
に何千人もいるらしく、1人が1万円出す
とすぐに1000万円、2000万円集まっ
てしまう。それで何をやるのかというと、
原材料の金属を刀鍛冶がハンマーでカン
カン叩いてつくる様子、つまり鍛

たん

造
ぞう

の一
部始終を動画にしてリアルタイムで配信
し、それを見て楽しむというものです。
この話を聞いてすぐに思ったのは、伝

統産業や伝統文化の伝承・再生にクラフ
ァンは使えるなということです。昔は、
伝統産業や伝統文化が後継者不足などで
衰退を余儀なくされると、地元の名士や
商業者がお金を持ち寄って、再生に尽力
するという感じでした。しかし昨今は、
それもままならなくなり、本当に途絶え
てしまったところもあります。クラファ
ンを利用して、伝統産業や伝統文化を守
るという発想は、とてもいいと思いまし
た。これまでは、たとえいいプロジェク
トであっても資金のメドがたたず、ポシ
ャってしまったものが少なからずありま
したが、今はクラファンを上手に使えば
かなりのことができるようになりまし
た。

資金が欲しい人と寄付したい人や支援
したい人とのマッチングが気軽にできる
というところがクラファンの強みだと思
うのです。リアルな世界でその交渉をや
ろうとすれば、すごくコストがかかって
しまいます。しかし、クラファンの場合
は、「興味があったから寄付しました」と、
たとえばカード決済ならば、それで完了。
この気軽さがクラファンの魅力です。
事業主体にはなれないけれど、買い支

えくらいならできるんじゃないか、とい
うくらいの気軽な気持ちでクラファンは
やれるということです。かかわるか／か
かわらないか、という0か1か、という
話ではなく、かかわるまではいかないけ
れど、お手伝いならできますよ、くらい
な感じ。たとえば、地元商店街の一角に
ある古いビルをリノベーションして新し
い店をオープンするとしましょう。狭い
敷地ではあるけれど小さな飲食店なら2
店つくれます。オープン後にその飲食店
で使えるチケットを前売りして、その売
り上げを元に改装工事をする。そういう
ことがクラファンなら可能です。一種の
前売りですが、お店にとっては大きなメ
リットになるわけです。
たとえば、店をやりたいんだけどと若

者から相談されることがあります。そう
いう時にアドバイスするのは、いきなり
創業しない方がいい、ということです。
まずは、出店を考えている場所の近くに
臨時店舗を開店し、そこで数カ月、チャ
レンジショップを営業してみる。1カ月
に1日だけのオープンでもいいんです。
それを数カ月やれば、常連客がついてき
ます。また、とりあえずは、月一のオー
プンでどのくらいの売り上げが立つか見
えてきます。最初は2、3万円かもしれ
ませんが、そのうち5万、10万、20万
円となってくると、固定客がついてきた
なと判断できる。オペレーションも慣れ
てきて、いよいよ固定店舗を開店する時
か、となるわけです。
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とはいえ、固定店舗をやるとなると開
業資金が必要になります。クラファンを
利用するのはこの段階です。常連客に「今
度ようやく店をもつことになりまして、
つきましては、オープニングイベントや
るので、チケットを買ってくれませんか」
と誘って、「オープンの際、チケット買
ってくれた方の名前を店頭に掲示します
よ」とクラファンで呼びかけます。先ほ
ど言ったように、オープン前に前売りチ
ケットを販売するなど、オープニングイ
ベントに向けて、いろんなことをやって
みるんです。そういう盛り上げる工夫が
そのままマーケティングになるので、わ
ざわざ高い金を出してマーケティングリ
サーチなどしなくてもいいわけです。

また、クラファンのいいところは、メ
ディアとしても使えるということです。
クラファンのプラットフォームに掲載さ
れることで、「あのレトロなビル、新し
い店が入るらしいよ」とか「面白いショ
ップができるみたい」と話題になる。「み
んな応援して!」という呼びかけ自体がア
ナウンス効果を生むんです。資金提供の
お願いが新店舗開店の告知になるわけで
すから面白いですね。

オープニングの初速が速いというは、
創業にはとても有利です。今までは、お
店を始めると決めてから実際にオープン
するまで、何もかも自分一人でやるわけ
ですから、けっこう忙しいんですよ。そ
れがクラファンを使えば、開店前の準備
が意外にスムーズに進みます。またクラ
ファンを通じて、お金のやりとりだけで
なく情報交換ができるという点も利点で
す。口コミを広げるきっかけになったり、
お金だけではなく現物を寄付してくれる
人なども現れて、意外な展開になること
もあります。

さらに、プラットフォーム内で同じよ
うなプロジェクトがあると、交流が生ま
れることもあります。逆に、まったく異
なるジャンルのプロジェクトとコラボレ

ーションするようなことが起こったりも
する。この点もクラファンの面白いとこ
ろかもしれません。

私は、CAMPFIREでクラファンの効
果的な使い方といったアドバイスなども
行っているのですが、勤務先でお付き合
いのある自治体や民間の事業者を紹介す
ることもあります。すると、単に資金を
集めるだけでなく、新しい連携に発展す
ることもある。クラファンはその意味で
も、プロジェクト同士のコラボが生まれ
るプラットフォームになっていると思い
ます。

クラファンを上手に使って 
地域活性化を

クラファンは、とにかく仕組みがシン
プルなので、いろいろなものやことと組
み合わせやすいというのも特長かもしれ
ません。たとえば、あるプロジェクトを
進める途中で、このプロジェクトをもっ
と広く知らしめたいので「セミナー（イ
ベント）でもやるか」となった時、プラ
ットフォーム指定の決済システムを利用
すれば、参加者の認証から参加費の徴収
まで、ワンパッケージで処理できます。
この利点はけっこう大きい。プラットフ
ォーマーが請求から領収の業務まで一括
して請負ってくれるからで、人手も金も
少ないプロジェクトの場合その効果は絶
大です。資金提供者への情報提供もプラ
ットフォーマー側で行ってくれるので、
資金を出す側も安心して参加できるわけ
です。

クラファンのプラットフォーマーは、
CAMPFIREのほかにREADYFOR、
Makuakeなどが有名ですが、地方にも
ローカルなクラファンがあって、北海道
をベースに活動しているA

ア ク ト

CT N
ナ ウ

OWも
その一つです。北海道には、サツドラと
いうドラッグストアが中心となって発
行しているE

エ ゾ カ

ZOKAという地域ポイント
カードがあるんですが、道民の7割以上

が持っているといわれています。ACT-
NOWがユニークなのは、このEZOKA
のポイントをクラファンに使えることで
す。今、クラファンをやろうとすると、
日本円でしかできないわけですが、法改
正があって、EZOKAでもクラファンが
使えるようになりました。

このことは地域活性化を考えた時に非
常に重要です。道内の企業が給料やボー
ナスの一部をEZOKAのポイントで支給
すると、社員は、同じ額なら、EZOKA
で買い物しようかとか旅行に行く時は
EZOKAを使おうということになります
よね。かつてブームになった地域通貨の
ように、地域内でお金が循環するわけで
す。このEZOKAがオンラインで決済で
きるようになり、クラファンにも使える
となれば、地域活性化という意味で、相
当なインパクトを与えることになると思
われます。ネットという仕掛けを使った
新たな経済圏が生まれる予感がするから
です。

ただし、ネットでクラファンをすれば、
黙っていても自然にお金が集まる、と思
っている人がいるようですが、それは間
違い。私は、まちづくりを考える時、よ
く2階建の住宅にたとえて話します。1
階部分というのは、地元の協力者を集め
て地道に進めることで、時代や場所を問
わずやらなくてはならないことです。ネ
ット環境というのは、いわば2階のこと
で、あくまでも1階があっての2階だと
思うんです。1階部分がないのに2階を
つくることはできないし、1階を飛び越
えて2階へ上がることもできません。

クラファンでよく失敗するのは、すな
わち、お金が集まらないのは、端的に1
階部分が弱いからでしょう。つまり、地
元とのつながりが弱いと、いくらネット
でつながっていてもダメだということで
す。土台をしっかりつくり、ネットを活
かし、クラファンで資金調達をする。こ
れからのまちづくりの基本です。（談）



1岐阜ホール
 東京・上野に岐阜を発信するカフェを 

民間で立ち上げる 
「岐阜のアンテナショップ」

クラウドファンディングを使って岐

阜県のアンテナショップが立ちあがっ

たと聞いて、東京・上野に「岐阜ホール」

を訪ねた。最寄りの駅はJR山手線の

上野駅と鶯谷駅で、いずれも10分少々

の道のりだ。上野駅からなら公園を抜

け、東京藝術大学音楽学部の裏手、言

問通りとの間の閑静な路地に位置して

いる。

立て看板に導かれて階段を登った2

階の店舗は、全体がカフェを備えたオ

ープンなスペースとなっている。岐阜

の名産品などは棚や平台に、どちらか

というと控え目に並んでいるという印

象。ところ狭しと特産品や名産品が並

ぶ、他県のアンテナショップとはかな

り趣きが違う。他県のアンテナショッ

プが、主に銀座や日本橋など繁華な場

所にあることを考えると、このロケー

ションも特徴的だ。昨年、2019年7

取材・文：杉山衛 photo：坂本政十賜 

所在地 東京都台東区上野

事業者 株式会社リトルクリエイティブセンター

プラットフォーム CAMPFIRE（株式会社CAMPFIRE）／購入型

募集金額 150万円　　ネクストゴール設定後の達成額　374万3700円

募集期間 2019年5月20日～2019年6月20日
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ケーススタディ　 町と人をつなぐ 
クラウドファンディング
まちづくりの分野において、クラウドファンディングを活用したプロジェクトは
数多く立ち上げられている。多くの場合、集められた資金は、起案されたプロ
ジェクトのトリガーとしての役割を果たし、大いに活用されているようだ。で
はなぜ起案者は、まちづくりファンドなど、従来の手法ではなくクラウドファ
ンディングを選ぶのだろうか。もちろん、いわゆる「王道」の手段では融資が受
けられないといったネガティブな理由もあるだろう。しかし、どうやらそれだ
けではないようだ。クラウドファンディングに挑戦した／しているプロジェク
トを訪ね、数あるプラットフォームの中から、なぜそのサイトを選択したのか、
リターンの開発をどのように行ったのか、そして、それらの効果・結果はどのよ
うに現れているのかなどについて話をうかがう。そのプロセスと現状、これか
らの展望から、クラウドファンディングのまちづくりへの可能性を探る。

●エントランス。
階段を上がって2階が「岐阜ホール」

特集クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に 1 1b

月にオープンしたこの岐阜ホール、じ

つは岐阜の民間デザイン会社であるリ

トルクリエイティブセンターが立ち上

げ、運営しているという、めずらしい

アンテナショップなのだ。

「〈岐阜〉と言ってもピンとこない人

が多いと感じるほど印象のない県で、

東京にアンテナショップがない、数少

ない県の一つでもあります。岐阜って

どんな県なのか紹介したいし、そのた

めには僕たち自身も岐阜のことをもっ

と知る必要がある。岐阜ホールは、み

んなで岐阜のことを考え、情報を発信

する〈場所〉として立ち上げました」と、

リトルクリエイティブセンター代表取

締役の今尾真也さんは、設立の経緯を

語る。

しかし、なぜ民間のデザイン会社が

県のアンテナショップの運営に乗り出

したのか？　そこには、このデザイン

会社の成り立ちが大きく関係している

ようだ。

リトルクリエイティブセンターは、

高校と大学でデザインを学んだ今尾さ

んたち3人の同級生が、2007年、岐

阜いちばんの繁華街である柳ヶ瀬に設

立した文具店からスタートした。レタ

ーセットなどの紙製品を中心に、文具

のデザインと製造、自店舗での販売、

全国への卸しを業務としていたが、「デ

ザインができる」ということで、近隣

の商店から頼まれるままに広告や商品

開発、新店舗のプロデュース、さらに

は商店街のイベントの手伝いなどをし

ているうちに地域とのつながりが生ま

れ、5年後には、こうしたデザインワ

ーク全般が業務の大きな軸になったと

いう。

古くは美川憲一の「柳ヶ瀬ブルース」

にも唄われた柳ヶ瀬は、岐阜のアパレ

ル産業の隆盛を背景に中部地方では指

折りの繁華街を形成していたが、産業

の衰退や1990年代以降の郊外型の商

業施設の登場によって、他の多くの地

方都市の中心街同様、人通りが少なく

シャッターが目立つ商店街となってい

た。リトルクリエイティブセンターは

「いっしょに考え、いっしょにつくる」

を企業理念として、こうした柳ヶ瀬を

中心とした岐阜のまちづくりに参加し

ていく。

その活動は、毎月開催されるマーケ

ットイベントの立ち上げや、シェアビ

ルを利用した店舗運営、ウェブサイト

や書籍で岐阜の魅力や自分たちの取り

組みを発信する「さかだちブックス」

など多岐にわたる。2016年には、岐

阜市に隣接する各
かかみがはら

務原市で個人店や企

業の協力を得て「かかみがはら暮らし

委員会」を発足させ、マーケットイベ

ントやコーヒースタンドの運営などを

通して、新しいコミュニティづくり

にも挑戦している。「岐阜ホール」は、

こうした彼らの活動の延長として設立

されたという。

人の輪を広げるための 
クラウドファンディング

「当初は銀座や日本橋、また情報の発

信地として最適な渋谷などを考えまし

たが、まぁ家賃が高くて……」と、今

尾さん。岐阜市内から日帰りで来られ

る場所ということで、東京駅から上野

駅周辺で物件を探し、縁あってここを

紹介された。それにしても、人通りの

少ない閑静な住宅街にアンテナショッ

プとは、なかなかチャレンジングな選

択だ。

「首都圏や大都市圏にアンテナショッ

プを出店するのは、普通は行政の仕事

です。でも僕たちは行政的な〈岐阜〉

ケーススタディ　 町と人をつなぐ 
クラウドファンディング

上●ドア越しに明るい店内が見える
右●完成したイラストが飾られた
岐阜の特産品コーナー



ではなく、僕らが暮らす〈岐阜〉、仕

事をしている〈岐阜〉の面白さを、た

くさんの人に知ってもらいたい。文字

通りのアンテナとなるような場所、だ

からあえて民間の力でつくりたかっ

た」と今尾さんが言うように、このプ

ロジェクトには、金銭的にも位置づけ

としても行政の援助や協力はないとい

う。

今尾さんたちが自分たちでやりたい

と考えた理由の一つは、このプロジェ

クトが果たして成功するのかしないの

か、あるいはどのようにすれば自分た

ちのやりたいことが実現できるのか、

「未知数」のことが多かったからだ。「ま

ず動き出してみて、やり方をいろいろ

変えて試しながら、もっともいいかた

ちをつくっていきたい」という方針に

は、小回りの利かない行政の枠組みは、

かえって窮屈だったに違いない。

とはいえ、資金は必要だ。その額は

概算で約800万円にのぼる。当初はそ

のほとんどをリトルクリエイティブセ

ンターが負担する覚悟でプロジェクト

を立ち上げたが、話を聞いた地元の銀

行を始め、これまで一緒にまちづくり

をしてきた企業や商店主が興味を示し

てくれ、協賛金というかたちで協力を

得ることができた。

「話をするとみんな、面白いって乗っ

てきてくれる。でもそういう人たちは

顔見知りで、たとえば岐阜でイベント

を開催すると集まるのはいつも同じ顔

ばかりという感じ。それもいいことで、

楽しさもあるけれど、コミュニティを

もっと面白くするためには、たくさん

の人に入ってきてほしいと考えまし

た。そんな見知らぬ人にも知ってもら

い、協力を仰ぐには、クラウドファン

ディングが始めやすいし、最適だと思

った」と今尾さん。もちろん、不足し

ている店内改装のための資金集めとい

う点も重要だったが、それ以上に、「み

んなでやりたい」という思いをかたち

にするための選択だったという。

そのプラットフォームとして

「CAMPFIRE」を選んだ理由は、閲覧

者数がもっとも多い、国内最大規模だ

ったこと。そして、以前各務原市で

イベントを行う際に、現在はCAMP-

FIREが運営する地域密着型クラウド

ファンディングである「F
フ ァ ー ボ

AAVO」、

なかでも岐阜県の美濃加茂市と各務原

市に限定されたクラウドファンディン

グ「FAAVO美濃国」を使って資金調

達をした経験があったからだ。

今回の募集期間は2019年5月20日

から6月20日までの1カ月間、目標金

額は150万円と設定した。この目標金

額はわずか2日で達成され、今尾さん

たちは次なる目標「ネクストゴール」

として300万円を設定する。ただしこ

こでは金額よりも、「支援者目標400

人」を掲げ、より多くの人とのつなが

ることをめざした。そして最終的には、

432人の支援者により374万3777円

の資金を集める、大きな盛り上がりを

得て募集を終了している。

返礼は、イラストの自分が 
乗組員の一員に!?

「岐阜ホール号の乗組員、募集中！」。

支援を募るCAMPFIREのページで

は、このキャッチフレーズと、ガラン

とした船のイラストのメインビジュア

ルが目を引く。「超豪華屋形船で出航」

とあるように、今尾さんたちはこのプ

ロジェクトを、岐阜市内を流れる長良

川に古くから伝わる鵜飼いを見物する

屋形船に乗り込み、そのまま岐阜の町
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上●可動式の棚を取り払えば空間は一つのホールと
して利用できる
右●椅子やテーブルは協力企業からのレンタルで、
順次入れ替えて行く予定だという
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の岸から東京側の岸へと向かう、「大

航海」になぞらえている。支援者とい

うよりは、一緒にその船に乗り合わせ

る乗組員を募る、という仕立てになっ

ているのだ。

クラウドファンディングにはいくつ

かのタイプがあり、いわゆる購入型の

場合、支援者に対して必ず返礼（リタ

ーン）が設定される。返礼は、プロジ

ェクトのオリジナルグッズや、それが

施設や店舗であれば利用券や商品券な

ど、形あるモノであるケースが一般的

だ。返礼の魅力に惹かれて支援者が増

加するケースもあり、その選択も重要

だ。この点岐阜ホールの返礼は、メイ

ンビジュアルの「ガランとした船のイ

ラスト」に支援者を描き込み、募集期

限の終了後はその絵を店内に飾るとい

う、とてもユニークなものとなってい

る。

当初はカフェの回数券も考えたとい

う今尾さん。「でも、応援したいから

参加する、というクラウドファンディ

ング本来の考えに立ち戻ると、形とし

て返礼がなくてもいいのかな、と。純

粋に立ち上げに協力してほしくて、文

章も飾らず、嘘なく書きました。イラ

ストでの返礼は、支援していただいた

お金に見合うものなのか不安でした

が、〈みんなでつくる場所〉にはふさ

わしいと考えました」という。

返礼の中心となったその「イラスト

に参加コース」は、1口3000円の、岐

阜側と東京側の「岸で見送る／迎える

人」から参加できる。1口7000円で船

に乗ることができ、1万円台には、「泳

いでいる人」や「浮き輪で浮いている

人」、「羽目をはずしすぎる人」など、

楽しいバリエーションも揃っている。

3万円以上になると船の提灯に名前や

社名が入ったり、町に自分のビルを立

てられる、主に企業向けのコースとな

る。極め付けは、岐阜の象徴として描

かれた岐阜城と東京側のスカイツリー

の「てっぺん」の、それぞれで旗を降

る人50万円、さらにヘリコプターで

垂れ幕をなびかせる人100万円（各1

名限定）だ。

イラストコースの7000円以上の支

援者には肖像画像を送ってもらい、特

徴を捉えてイラスト化した姿が絵の中

に描き込まれる。当初は30〜40人程

度の乗組員を想定した、のんびりとし

た船旅、のはずだった。しかし、スタ

ートした翌日の朝には目標額の150万

円を達成してしまうほどの支援者を集

め、しかも乗組員のコースに人数制限

をかけ忘れていたこともあって、この

ままでは船が沈みかねないほどの定員

オーバーとなってしまった。そこで急

遽、B2判（515╳728mm）だった絵

の大きさをB全判（728╳1030mm）

に拡張し、船も3層の「超豪華」な船に

仕立て直した。「竿で〈船を漕いでい

る人〉（1万2000円）というメニュー

があるのですが、とても竿で操れるよ

うな小さな船じゃなくなっちゃいまし

た」と今尾さんは笑う。

もちろんこの成績は返礼のユニーク

さだけではなく、ここにかかわったり

興味をもった人たちが自らもSNSな

どで発信し、拡散した結果でもあるだ

ろう。この時点での支援者は約150名

で、その多くは今尾さんたち主催者も

知らない人たちだったという。

世界観に配慮した 
プラットフォームのサポート

こうした岐阜ホールの取り組みを、

プラットフォームであるCAMPFIRE

はどのように評価し、サポートしたの

だろう。当時CAMPFIREのキュレー

ターとして岐阜ホールを担当していた

渡邊未知翔さんは、「地域のまちづく

り、社会貢献、サブカルチャーなど、

CAMPFIREではさまざまなプロジェ

クトを掲載しています。今回のような

アンテナショップのプロジェクトも少

●訪れる客は、思い思いに「岐阜」を楽しんでいく



なくありませんが、資金集めより仲間

を増やすことを重視してクラウドファ

ンディングを使った岐阜ホールのコン

セプトはユニークで、どんなふうにイ

ラストに参加するかというリターン設

計は、他にはないアイデアでした」と、

この試みを高く評価する。

CAMPFIREが掲載するプロジェク

トは年間約9000件にのぼり、これま

でに3万件以上のプロジェクトに対し

200万人以上の支援者と、182億円以

上の支援が生まれている。最近ではプ

ラットフォーム事業への新規参入も多

く、特定の分野に強みを発揮する個性

も生まれているなか、CAMPFIREは

「小さな火を灯しつづける」という合

言葉のもと、誰でも声をあげられる世

界を創ることをめざしているという。

そうした業務のなかでも岐阜ホール

のコンセプトはユニークで、2日間で

目標金額を達成し、さらに支援を伸ば

すために渡邊さんがネクストゴールの

提案をした際には、金額ではなく「支

援者数400人」をゴールに設定したこ

とに、「さすがだな」と感心したという。

そうした世界観を崩さないようなサポ

ートしたというCAMPFIREでは、当

時サイトで話題となっていた岐阜発の

他のプロジェクトとカップリングし

て、Twitterによる情報発信を行った

り、「岐阜のいいところ」というハッ

シュタグを設定して、多くの人を巻き

込みながら岐阜の話題を盛り上げてい

く取り組みも行った。

「私自身、岐阜の印象はそれほどあり

ませんでしたが、このプロジェクトを

機会に〈岐阜愛〉を熱く語ってくれる

人もいて、岐阜の良い面や面白さを改

めて感じることができました。一つの

小さなプロジェクトが、クラウドファ

ンディングで広がりをもつことで、地

域全体に良い影響を及ぼしていると感

じます」と、渡邊さんは振り返る。

知らせたい人に情報が届く、 
クラウドファンディング

現在、432名の支援者が描かれたイ

ラストは、岐阜ホールの店内に飾られ

ている。ウェブのメインビジュアルで

はガランとしていた船が、なるほど今

では満員御礼の状態だ。なかには2口

支援して、愛犬と共に乗り込んだ人も

いるそうだ。

「自分がどんなふうに描かれたか、支

援者にはあえてお知らせしていませ

ん。ぜひここに足を運んで、ご自身で

確かめてもらいたい。あるいは知り合

いのつてをたどって、撮影した画像を

送ってもらうのもいいですね。そんな

ことからも人の輪を広げるきっかけに

なるでしょうから」と、今尾さんたち

のコンセプトは決してブレることがな

い。

オープンから約8カ月、岐阜ホール

はカフェとイベントの収益で、なんと

か採算が取れている、という。東京へ

の足がかりとして、県内各市町村から

の期待やニーズも大きく、地方自治体

主催のイベントも多く開催されてい

る。また月に1度の「寄り合い」を始め、

独自の企画も開催中だ。最近では、岐

阜ホールのクラウドファンディングを

知らなかったお客さんも多く訪れるよ

うになり、飾られた絵を見て、自分も

そこに描きこんでもらいたかったと悔

しがる人も増えてきたという。

「お金があれば渋谷で広告を打つこと

もできますが、そもそも東京で、どれ

くらいの人が岐阜に興味をもってくれ

るかはわかりません。その点、クラウ

ドファンディングなら、興味のある人

に確実に届くし、気軽に始められてと

てもいい方法でした。何より、432人

もの支援者を得られたことは嬉しかっ

た」と今尾さん。集まった資金は、ネ

クストゴールも含めてその全額を改装

費用に充てた。支援者とは引き続きつ

ながりながら、岐阜ホールを「いい場

所」に育てていくことが最大の返礼だ

と、今尾さんは考えている。

今回の岐阜ホールの成功で、今尾さ

んのもとにはクラウドファンディング

のアドバイザーの依頼も数件舞い込ん

でいるといい、将来的には新しい業務

内容として加わるかもしれない。今後

は愛知県や長野県、滋賀県といった隣

接する他県とも連携しながら、もっと

多くの人を巻き込んでいきたいという

今尾さん。その時もまた、彼らならで

はのユニークなクラウドファンディン

グが展開されることを期待したい。
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上●クラウドファンディングスタート時点の屋形船の
イメージ
右●リトルクリエイティブセンター代表取締役の
今尾真也さん
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2#カミハチキテル -URBAN TRANSIT BAY-

 都心のパブリックスペースを 
人の居場所に改造する！ 取材・文：杉山衛 photo：坂本政十賜  

車道を「ひとの居場所」に変える 
パークレットの試み

広島市の中心市街地、原爆ドームの

すぐ北側を東西に走る相生通りは、大

正元年に広島城の外堀を埋め立ててで

きた道で、路面電車（広島電鉄本線）

も走る、市のメインストリートだ。通

り沿いに位置する紙屋町から東の八丁

堀にかけては、大規模な商業施設や官

公庁をはじめ、バスセンターなど市域

の主要な機能が集中する、中四国地域

を代表する繁華街でありオフィス街と

なっている。

このメインストリートを、オフィス

ワーカーや買い物客にとって居心地の

よい通りにしようと、今年、2020年

3月1日から29日の約1カ月間、紙屋

町交差点から八丁堀交差点のほぼ中

間に新しいアメニティスペースを提

案する社会実験、「#カミハチキテル
-URBAN TRANSIT BAY-」が 行 わ

れた。主催するのは民間企業、大学、

行政で構成される「紙屋町八丁堀公共

空間活用社会実験実行委員会」。その

中心を担うのは行政ではなく、商店主

やビジネスパーソン、大学生を中心に、

民間から30人ほどの有志を集めたエ

リアマネジメント勉強会のメンバーた

ちだ。

このプロジェクトの大きな特色は、

国内では最大級の規模となる、全長

53mに及ぶパークレットを実現した

こと。パークレット（parklet）とは、

車道上に仮設のベンチやテーブル、草

花を植えたプランター、駐輪場などを

配したブースを設置して、思い思いに

憩ったり、飲食できるような「ひとの

居場所」を創出するものだ。2009年

にアメリカ・サンフランシスコ市から

始まったといわれ、現在同市には60

以上のパークレットがあるという。そ

の後世界中に波及し、日本でも2015

年の池袋のグリーン大通りを始めとし

て、2018年度にグッドデザイン賞を

受賞した神戸などいくつかの社会実験

が行われ、注目され始めている。

日本のこれまでの試みのほとんど

取材地 広島県広島市

事業者 ＃カミハチキテル事務局

プラットフォーム FAAVO（株式会社CAMPFIRE）／購入型

募集金額 100万円　　ストレッチゴール設定後の達成額　133万5500円

募集期間 2020年2月3日～2020年2月29日

　

●貨物用コンテナを改修したポップアップストア。個性的な店舗が入れ替わり
で営業する。改修にはクラウドファンディングで集まった資金も使われている



が、広い歩道を利用したものだったの

に対し、「#カミハチキテル」では、バ

スの停留所への寄り付きのために設け

られたバスベイ（歩道の切り込み）を

利用した、まさに車道上に仮設された

本格的なパークレットとなった。

「広島の中心市街地ではクルマの通行

を優先したために、大通りには他県よ

りも多くのバスベイが設けられていま

す。そうしたクルマ中心のまちづくり

が、メインストリートであるはずの相

生通りを潤いのない通りにしていま

す。しかも運行時間短縮のためバスベ

イに進入せずに停車するバスも多く、

市は道路のストレート化（バスベイの

廃止）も検討していて、その有効活用

は、広島ならではの提案ともいえるで

しょう」と、実行委員会の中心メンバ

ーの一人で、広島修道大学国際コミュ

ニティ学部地域行政学科准教授の木原

一郎さんは言う。

このプロジェクト、そもそもの発端

は2019年3月に、この地域が国の「都

市再生緊急整備地域」に指定されたこ

とだった。それまでもこの地域でエリ

アマネジメント勉強会は定期的に行わ

れてきたが、整備項目として「地域が

主体的に行うエリアマネジメントの促

進」が盛り込まれたことで、地区の将

来像検討や社会実験実施に向けたより

実践的な勉強会がスタートした。

「同時に、紙屋町に隣接する市民球場

跡地の利用が検討され始め、そこに僕

たちの考えも表明しようという機運が

高まりました。行政頼りではなく、民

間で自主的に計画して、持続可能なま

ちづくりをしたい。その意識でみんな

が一致していたので、勉強会は月2回

のハイペースで続けてきました」と、

木原さんは言う。

収益性を軸とした 
リアリティのある社会実験

確かに相生通りには人が群がる繁華

な感じがなく、どちらかといえば殺風

景な通りだ。すぐ南には、アーケード

となっている本
ほん

通
どおり

商店街が並行して走

るが、近年は全国チェーンの店舗が増

えたことで集客力が落ち、人気のある

個性的な店舗は、さらに南の袋町周辺

に集まり始めているという。この2、

3年で急増した郊外型複合商業施設の

影響もあって人の足が遠のきつつある

都心のメインストリートに「ひとの居

場所」をつくることで、本通商店街や

袋町も巻き込む魅力あるまちづくりの

可能性を探ることが「#カミハチキテ

ル」の大きな目標だ。

そのためプロジェクトでは、A・B・

Cの3パターンの実験エリアが設定さ

れている。Aエリアの「八丁堀バス停」

はパークレットの試みで、バスベイ、

トラックベイ、タクシーベイを連結し

た53mの車道にスギ材のウッドデッ

キを張り、ヒノキを使った長いベンチ

と植栽が設えられている。中ほどには

貨物用コンテナを改修したポップアッ

プストアが置かれ、昼はランチ、夜は

地ビールと、曜日や時間によって特色

ある店が営業する。Aエリアと歩道を

挟んでつながるBエリアは、民間の商

業ビルやオフィスビルの敷地を公共に

開く試みのスペースで、セットバック

で歩道に開かれた空間を利用して、丸

テーブルや椅子が置かれている。また

Cエリアは、歩道に面した民間の駐車

場の一部を有償で借り受け、木製パレ

ットを積み上げた休息スペース、地元

企業の製品である足場板を使ったウッ

ドデッキ、キッチンカーが入る商用ス

ペースを確保した、サブリース形態に

より公共空間を創出する試みだ。プロ

ジェクト期間中には、食や音楽、アー

トをテーマとする催しが行われ、この

三つのエリアのアクティビティを高め

るプログラムも用意されている。

「広島では、行政が民間事業者と協力

して2005年にスタートした〈京橋川

オープンカフェ〉など、河岸緑地に常

設店舗を置く社会実験が先駆的に行わ
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●パークレットはバスの停留所の機能も損なわないように設計されている
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れてきました。15年を経た現在も社

会実験のまま継続されていますが、実

験開始当初の段階で経済的視点での検

証が足りなかったのではないかという

事業者からの声も聞いています」と、

「#カミハチキテル」の事務局が置かれ

る地域価値共創センターの理事を務め

る山中佑太さんは、従来型の社会実験

の課題をそう指摘する。山中さんた

ちは、「せっかく民間主導で行うなら、

行政主導ではできない収益性を軸に置

くことで、リアリティのある社会実験

にしよう」と考えたという。

「#カミハチキテル」のもう一つの大

きな特色は、この収益性を大きな軸に

していることにある。具体的には、社

会実験で生まれる空間やアクティビテ

ィを活用し、エリアマネジメント広告

（景観向上のルールに基づいて企業に

販売される屋外広告）や飲食・物販ス

ペースとして貸し出すことで事業収益

を得、プロジェクト実施の費用に充て

ようというのだ。費用ばかりではなく、

県の木材組合連合会からは材木を、照

明会社からは屋外照明器具を、地域の

園芸会社からは植栽を、というように

現物での提供も歓迎し、それが参加企

業の広告効果へとつながる試みもなさ

れている。エリアマネジメント広告の

制作も、協賛するサイン会社の提供に

よるものだ。

「社会実験を経た後に事業化するのが

普通ですが、僕たちは、実験自体が事

業として成り立つように考えていま

す。実験で、この場所が価値を生み出

すことが示せれば、参加する企業や団

体も増え、将来へのステップアップも

期待できます」と山中さん。

当初実行委員会ではこの社会実験全

体を、ネーミングライツの導入も含め

て一つの企業のスポンサードで行うつ

もりだったが、2019年の暮れに、見

込んでいたスポンサー企業からの資金

拠出が困難であることが判明した。か

ねてからその可能性を議論してきたク

ラウドファンディングの実施に踏み切

ったのは、そういう事情もあったから

だという。

「そこから大きくスキームを組み変

え、名称も〈#カミハチキテル〉に変え

ました」と、山中さん。この名称には、

紙屋町の「カミ」と八丁堀の「ハチ」を

地域の愛称とし、「今ここキテル（み

んなの関心が集まっている）よね」と

言ってもらえる場所にしたいという思

いが込められている。またハッシュタ

グをつけたのは、SNS上での拡散の

狙いもあるが、紙屋町や八丁堀の「交

差点」という場所を連想してもらえる

ように選んだ表現でもある。「結果的

にはさまざまな企業とのコラボレーシ

ョンが生まれ、クラウドファンディン

グでは多くの人たちからの支援も得ら

れ、より意義の深いものとなりました」

と、山中さんは人生で一番忙しかった

という年末年始を振り返る。

人をつなぐきっかけとしての 
クラウドファンディング

実行委員会がクラウドファンディン

グの導入を決めたのは、今年の1月末。

プラットフォームは、木原さんが以前

別のプロジェクトで使ったことのある

「FAAVO広島」に決めた。クラウド

ファンディングのなかでも地域貢献を

謳うプラットホームであることが大き

な決め手だったという。

「FAAVOなら〈地域〉という視点で

見てくれる人が多く、いろんなメディ

アから問い合わせをいただくこともで

きました。大きな効果はあったと思い

ます」と木原さん。

ファンディングの期間は2月3日か

ら実施直前の29日までとし、目標金

額は100万円でスタートすることに決

めた。急遽決めたという返礼はAから

Iまで9コースを用意し、サポーター

ズコミュニティへの参加権（3000円）

●ビルの軒先に展開する「Bエリア」にて、実行委員会の木原一郎さん（左）と山中佑太さん



から始まり、出資額に応じて、＋ロゴ

の入った公式ステッカー（5000円）、

＋公式マスキングテープ（7000円）、

＋公式ネックウォーマー（1万円）、＋

公式ブック（3万円）というようにアイ

テムが増えていく方式とした。

返礼は、自分たちも欲しくなるモノ、

またスタッフ用と同じモノというよう

に、プロジェクトへの賛同がそのまま

参加につながるような一体感を心がけ

たという。また20万円以上の出資額

になると、今回の社会実験でも使われ

ていて、事務局が所有するコンテナ店

舗の貸し出しという、大掛かりなメニ

ューも加わってくる。

このプロジェクトならではの特徴的

な返礼は、公式ブック、つまり今回の

社会実験の報告書だろう。実行委員会

では、今回の社会実験を次のステップ

につなげるために、期間中さまざまな

データを取り、検証した結果を報告書

にまとめる。なかでもAIを使った画

像解析による先端的なアクティビティ

調査は、人の流れや動きなどの実験の

成果を定量的に解析して提示する方法

として期待される。

ちなみにこの解析は山中さんの大学

の後輩が担当する予定だが、今回のク

ラウドファンディングを機に連絡をと

ったことがきっかけとなり、実現する

ことになったそうだ。また木原さんも、

長らく連絡を取り合っていなかった大

学時代の同期生が、クラウドファンデ

ィングで木原さんの活動を知り、自身

のSNSでプロジェクトを拡散してく

れたという。「クラウドファンディン

グは人と人とを結びつける、いいきっ

かけを提供してくれました。興味をも

って出資してくれた人たちに今回の報

告書が届けば、今後の社会実験にも新

しい協力関係が生まれるかもしれませ

んね」と、木原さんはクラウドファン

ディングがもつ親和性と拡散力に期待

する。

その一方で、クラウドファンディン

グならではの大変さも経験したとい

う。

まずはFAAVOの審査だ。このプ

ロジェクトを担当したFAAVO広島

の兵頭祥さんによると、「地域を盛り

あげるプロジェクトか」「目的が明確

か」「実現性があるか」「起案者の熱意」

の四つの視点で評価を行い、ポイント

や対象への訴求の仕方については、起

案者と直接面談で話し合うことを基本

としているという。起案者と直接会う

のは、その方が「熱量や抱える課題を

肌で感じ、より良いサポートができ

る」からだそうだ。そのうえで、綿密

なリーガルチェックとFAAVO本部

（CAMPFIRE）による審査の、計3段

階のチェックがなされている。

「ウェブの文章の言葉遣いから、説明

の順番や段落分けなど、細かく指導さ

れました。とくに商標や写真の肖像権

などの権利関係には厳しくて、こちら

でデザインした〈いいね！マーク〉に

いたるまで、素材はすべてチェック

されました。そのぶん時間はかかり

ましたが、安心感はありましたね」と

山中さん。ただ、一般の人にもわか

りやすい平易な表現や説明を求める

FAAVOと、ある程度社会実験として

の専門性を確保したい実行委員会との

意見の食い違いがあり、そのための話
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上●クラフトビールのストアが営業する
夜のパークレット（Aエリア）
右●八丁堀交差点側から見る夜のパークレット

特集クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に 1 9b

し合いは何度も重ねたという。

もう一つは、期間中最低1日1回は、

ウェブページで公開されるレポートを

更新するように指導されたこと。「出

資者への現状報告としてがんばって書

きましたが、これが意外に大変な仕事

量で……」と、山中さん。しかしそれ

は、外向けの発信としてばかりではな

く、実行委員会の活動記録としても有

効だとわかってきたという。山中さん

のレポートを読んで、情報を共有する

スタッフも多くいたからだ。

地域主体のエリアマネジメントを 
続けるために

「#カミハチキテル」のクラウドファ

ンディングは、20日目に120人以上

の出資者を集めて目標金額100万円を

達成した。支援金は、Aエリアではウ

ッドデッキの設置や貨物用コンテナの

店舗への改装、Bエリアでは椅子やテ

ーブル、Cエリアではデッキ空間を構

成する木製パレットの設置に使われて

いる。さらに残る4日間で、第2目標（ス

トレッチゴール）として150万円を設

定した。達成されれば各エリアのテー

ブルやベンチを合わせて20個追加す

るなど、アクティビティをより高める

ための空間のクオリティの向上を謳っ

たが、これは惜しくも達成することが

できなかった。クラウドファンディン

グの最終的な成果は、162人の支援者

を集め、133万5500円の出資を得て

終了している。

「少しでも資金を調達したいと始めた

クラウドファンディングでしたが、結

果的には多くの人を巻き込むことがで

きたことに手ごたえを感じています。

今回は企業や団体には協賛というかた

ちで出資していただいたため、クラウ

ドファンディングでは1万円以下の個

人向けコースによる支援が中心となり

ましたが、協賛機関にも個人的に応援

したい人たちがいて、そういう人たち

は出資しやすくなったのではないかと

思います。窓口を増やす、という意味

では、よかった」と山中さん。出資し

てくれた人たちは、これからも引き続

き、「#カミハチキテル」に興味を寄せ

るサポーターでいてくれるだろう。

今回のプロジェクトでは、民間が主

体となって行うエリアマネジメント

であるという考え方から、実施費用

の80%以上を民間の資金で賄うこと

をめざしていて、クラウドファンディ

ングはそのうちの約5%の資金を生み

出したという。その金額は、プロジェ

クト全体から見れば小さなものかもし

れないが、「地域のひとが自ら、さま

ざまなかたちで資金を確保し、街を変

えるための投資をする、地域が主導す

るまちづくり・エリアマネジメントを

広島で根付かせたい」という木原さん

や山中さんたちの思いの一端を、確実

に支える力となったのではないだろう

か。

「まちづくりでは、完璧なヴィジョン

を描いてその実現に邁進することが重

要なのではなく、ヴィジョンを何度も

何度も描き換えながら、実践的にそれ

を検証しつつ、少しずつでもステップ

アップしていくことが大切だと思いま

す」と、木原さん。クラウドファンデ

ィングを活用した社会実験は、そうし

たダイナミックなまちづくりを民間の

力で実現していくための、有効な手段

の一つであるに違いない。

上●エリアマネジメント広告を掲げた八丁堀交差点
側から見る「Cエリア」
右●キッチンカーが入るサブリース形態の
「Cエリア」



3TUGBOAT_TAISHO（タグボート大正）

 「水都大阪」の新たな拠点「大正 水辺の 
ターミナルタウンプロジェクト」 取材・文：斎藤夕子 photo：坂本政十賜  

まちづくりを牽引する「タグボート」

大阪市大正区。JR大阪環状線及び、

大 阪 市 高 速 電 気 軌 道（ 愛 称:Osaka 

Metro）長堀鶴見緑地線の「大正駅」か

ら徒歩3分ほど、尻無川右岸、それも

堤防の内側に、2020年1月、複合施

設「TUGBOAT_TAISHO（タグボー

ト大正）」のフードエリアがオープン

した。

大正区は、三方が川に囲まれた島の

ような街だ。「水都大阪」と銘打つだ

けに、大阪市内には多くの川や掘割が

流れ、地図をよくよく眺めればそうい

うエリアは他にもある。だが、大正駅

のすぐ北で、市内を南北に流れる木津

川と、東西に流れる道頓堀川・尻無川

（木津川を境に名称が変わる）が大き

な十字を描き、両河川はそのまま海へ

と注ぐだけに、陸地からすっかり切り

取られた街という印象が強い。

タグボート大正の敷地は、尻無川

にかかる岩松橋の橋詰から、東西約

240m、南北10mほどの護岸上の広場

と水上の占用エリア3173㎡。一帯は

河川敷地占用準則特区の指定を受けて

いる。第1期としてオープンしたフー

ドエリアはこのうち約2割を占め、こ

の他、2020年末までに、第2期とし

て各種ワークショップやスクールを開

催するための施設、第3期としてホテ

ルが開業予定だ。

フードエリアは全16店舗の飲食店

で構成され、植栽が施された公園のよ

うなエントランスに建つ弁当屋さんの

他、川に張り出したウッドデッキに面

し、開かれた雰囲気の2階建の建物が

配されている。1階には店内に工房を

もつベーカリーカフェ、10店舗の飲

食店が軒を連ねるフードホールやライ

ブスペースが入居、2階には深夜帯ま

で営業するバー、スナック、沖縄酒場

が入居した。さらに川の上には、日本

初の薪窯を乗せた船上ピッツェリアが

浮かんでいる。じつは第3期として開

業するホテルも、日本で初めての川に

浮かぶ船上ホテルとなる予定だ。

水都大阪の拠点として

大正区ではタグボート大正の整備に

先立ち、2016年に「（仮称）にぎわい

創出拠点整備・管理運営事業」として

社会実験「Taishoリバービレッジ」を

4カ月にわたり実施した。BBQレス

トラン&屋台グルメ、水辺のアクティ

ビティ、インフォメーションブース&

コミュニティサイクル、その他パフォ

ーマンスを展開し、その成果を経て、

恒常的な活用と方向性を決定。拠点整

備及び管理運営を担う民間事業者を募

集し、公開プロポーザルによって審査

を実施した。この結果、選出されたの

は大阪府を中心に関西圏で広く外食事

業を展開する株式会社RETOWNだ。

「食を通じたまちづくり」を理念とし

て掲げるRETOWNでは、2013年か

ら2019年末までの6年間、安治川（旧

淀川）のほとり、大阪港発祥の地とさ

れているエリアで「中之島漁港」と称

するフィッシャーマンズマーケットを

運営してきた。この経験から、水辺の

所在地 大阪府大阪市大正区

事業者 株式会社RETOWN

プラットフォーム セキュリテ（ミュージックセキュリティーズ株式会社）／投資型

募集金額 2840万円（一口あたり出資金5万円、取扱手数料2500円）

募集期間 2019年6月27日～2020年6月30日
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●尻無川の右岸に2020年1月にオープンした「TUGBOAT_TAISHO」。町工場をイメージしたという施設
は、大阪の工務店、職人、町工場など60社以上に分離発注し、手間はかかるがコストを抑えて建設。そう
することでテナント料を抑え、ここにしかない面白い店を集めることができたという

特集クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に 2 1b

賑わい創出に対するノウハウを有する

と共に、その課題と解決策についても

知見を有しており、事業者選定にあた

っては、そのことが決め手になったと

もいえる。

それというのもこのエリアは、商業

施設としての役割の他に、「水都大阪」

と称するうえで、重要な役割を担うも

のとして位置付けられているからだ。

すなわち、桟橋を整備し、市内の川を

巡る観光クルーズ船の発着地点となる

以上に、大阪の一大観光スポットであ

るユニバーサル・スタジオ・ジャパン

（USJ）や、2025年に開催される大阪

万国博覧会の会場であり、統合型リゾ

ート（IR）を誘致中の人工島、夢
ゆ め

洲
し ま

な

ど、ベイエリアへの船でのルートを形

成し、さらに、鉄道とも連携できる定

期航路を運行させることで、船を市民

の日常的な足とすべく、水上交通の拠

点となることが求められているのだ。

株式会社RETOWN代表取締役の

松本篤さんは「水都大阪と言うからに

は、船を市民の日常的な移動手段とし

て成立させたい。それは私たち自身が、

10年ほど前から水辺の活動にかかわ

るようになって以来、課題の一つとし

て捉えていたことでした」と語る。

「当時の大正区長の筋原（章博）さん

（現・大阪市港区長）とは、以前から、

何度かそんな話をさせてもらっていま

した。ですからこの場所が特区指定を

受け、大正区としても、水辺のターミ

ナルとして賑わいをつくっていくん

だ、ということであれば、私たちとし

ても、ぜひ実現させたい。そのうえで、

大正区らしさを感じさせながらも、水

都大阪の拠点となれるような、施設の

プランを練ってきました」

フードエリアの一角には、すでに桟

橋が形成されている。2020年3月か

らは、同社が2018年から営業を始め

人気を集めている、船上で本格的な

握り寿司を味わおうという「楼
ろ う

船
せ ん

 さえ

㐂
き

」がこの桟橋に発着しているが、こ

れに加え、まずは定員30〜40名の船

で、USJまで片道約25分の航路を1日

8往復運行させる予定だ。

そんな、いわばタグボート大正の要

とも言うべき定期航路を就航するため

の費用を、現在、クラウドファンディ

ングによって広く募集している。ミュ

ージックセキュリティーズ株式会社が

運営するプラットフォーム「セキュリ

テ」による「大正　水辺のターミナル

タウン構想ファンド」だ。

一緒に事業を育てる 
「仲間」をつくる

ミュージックセキュリティーズ株式

会社は第二種金融取引業者に登録され

る投資会社だ。もともとは音楽家発掘

のためのファンド運営を行う企業とし

て2001年に設立。そのなかで、地域

が抱える課題や貧困、環境などの社会

的な課題に対し、小口から出資可能な

投資のプラットフォームとして運営さ

れているのがセキュリテだ。一般に、

投資型のクラウドファンディングとし

て分類されているが、同社ではクラウ

ドファンディングとは称さず「インパ

クト投資プラットフォーム」と位置付

けている。インパクト投資とは、社会

的事業を行う企業、組織へのファンド

投資とされており、イギリスを始め各

国での実績はあるが、その定義につい

てはまだ議論されている最中だとい

う。

今回、RETOWNが舟運事業のた

めにセキュリテを通じて募集している

総額は2840万円。募集期間は2019

年6月27日〜2020年6月30日の約1

年で、出資額は一口5万2500円（出資

金5万円、取扱手数料2500円）。投資

であるだけに、出資者へのリターンは

舟運事業の売り上げに応じた分配金と

なり、稼働率約40%で元本が戻り（償

還率100%）、約50%で事業計画が達

成、出資額の113%（源泉徴収後）が分

配される。なお、会計期間は舟運事業

●株式会社RETOWN代表取締役の松本篤さん

左●岩松橋の橋詰から続くエントランス。右手はテイクアウトのお弁当屋さん「THE MARKET BENTO」。
奥はベーカリーカフェ「MONDIAL KAFFEE 328 TUGBOAT」
右●10店舗が軒を連ねるフードホール「新カモメ食堂街」。商業施設に入店するのは初めてという、
個性的なお店が多い



が計画通り開始された日の翌月から3

年間に設定されている。またこの他に

特典として、1〜2口の出資に対して

は年間乗船フリーパス（1名、1日1往

復）が提供され、3口以上ではこれに

加え、ホテルの宿泊無料（2名1泊素

泊まり）が会計期間中の3年間（1年1

回で合計3回）が提供される。4月1日

現在、出資者（セキュリテでは「参加者」

と呼称）は56名を数える。プロジェク

トを担当するミュージックセキュリテ

ィーズ株式会社西日本支社、証券化事

業部の三浦大史さんによると、出足は

ゆっくりだが、特典の効果もあり、3

口以上の大口出資者も少なくないそう

だ。

ただ、じつはRETOWNではタグ

ボート大正の事業において、当初はク

ラウドファンディングに取り組む予定

はなかったという。

「昨年、タグボート大正の告知も兼ね

て、いくつかセミナーを開催していた

際、その一つに三浦さんが来ておら

れた。その時に声をかけてもらった

のがきっかけです」と松本さん。じつ

は三浦さんは以前、中之島漁港を訪

ねたことがあり、その運営者である

RETOWNに興味をもって調べてい

た。そんな折にセミナーの開催を知り、

参加したのだという。三浦さんは「い

わば、RETOWNさんのファンなん

です」と笑う。「とにかくRETOWN

さんと一緒に仕事がしたい、多くの人

にその魅力を伝えたいという思いで声

をかけさせていただきました」。

一方松本さんも、ミュージックセキ

ュリティーズの取り組みについては、

6年ほど前にテレビ番組で紹介された

のを見て以来、興味をもっていた。そ

こで改めて、桟橋の設置と船の改修費

について、ファンドの立ち上げが可能

かどうか、三浦さんに相談することに

したという。

「クラウドファンディングに取り組む

ことにしたのは、もちろん、資金的な

問題もありますが、地元の大阪の人に

移動手段としての船について知っても

らいたい、出資という形で仲間になっ

てもらって、一緒に舟運事業を育てて

いきたい、というのが一番の理由です。

また我々が必要としている金額が大き

く、現物をリターンとして設定するこ

とが難しいので、他の購入型や寄付型

のクラウドファンディングではなく、

セキュリテさんの投資型という形の方

が、リターンの設定を明確にしやすい

だろうと思いました」

ただ、松本さんが地元での認知を高

めたいと期待する一方、大阪府、大阪

市以外の出資者も多く、北海道や長野、

沖縄からの参加者もいるという。松本

さんは「遠方の方が参加してくれてい

るのは予想外ですが、期待をもってく

れるのは心強い」としながらも、「じ

つは大阪の人こそ、水辺の楽しみを知

らないんです」との課題を指摘する。

「私自身も、水辺の仕事にかかわるよ

うになってから、初めて、クルーズ船

に乗ったり、夜の水辺を楽しんだりす

るようになりましたが、大阪の人は、

ほとんど船に乗ったことがありませ

ん。船に乗っているのはインバウンド

も含め、観光で来られた方ばかり。で

すからまずは、大阪の人にこそ、水都

大阪といわれている理由を知ってもら

2 2  citya l i fe  no.128c

●川に張り出すようにウッドデッキが敷かれ、水面までの近さに爽快感がある。
フードホールのテラス席ではペット同伴も可能なので、犬と一緒に訪れている人の姿もあった
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いたいし、体感してもらいたい。USJ

までの定期航路が4月19日
※

に運行開

始しますので、そこからがスタートか

なと思っています」（※新型コロナウイル

ス感染拡大防止のためUSJが臨時休業中につ

き、船の運行も順延）

また三浦さんも、現状に関して以下

のように分析する。

「水辺のターミナルタウン構想という

プロジェクトが、全国でも前例のない

取り組みなので、なかなか理解されづ

らい面があると感じています。参加者

は基本的に、ホームページ上の情報の

みで出資を決められますので、たとえ

ば、酒蔵を再建する、京町家をゲスト

ハウスにリノベーションする、といっ

たプロジェクトに比べると具体的な

イメージが掴みにくい。ですが、1月

にフードエリアがオープンして以降、

徐々に大阪府内の方からの出資が増え

つつあります。今後の動きには、大い

に期待できると考えています」

大正区のポテンシャルを 
最大限に活かす

しかし、事業の成否は桟橋が整備さ

れ、船の準備が整うだけでは決しない。

なにしろ、船を移動手段として位置付

けようというプロジェクトなのだ。「私

たちの力だけでは実現できません」と

松本さん。そのうえで最初のステップ

と目されるは、タグボート大正とUSJ

をつなぐ航路が公益財団法人大阪観光

局の発行する「大阪周遊パス」に無料

施設として掲載されることだ。周遊パ

スとは、1日券を2800円で購入すれ

ば、大阪市内約40箇所の観光スポッ

トが入場無料、鉄道やバスにも乗り放

題というもの。大阪を訪れる多くの旅

行者が利用しており、年間で約150万

枚発行されているという。近年大阪市

内では、道頓堀川の「とんぼりリバー

クルーズ」や堂島川を巡る「中之島リ

バークルーズ」などが人気を集めてい

るが、これらの乗船券も周遊パスに含

まれている。ただし、申請すればすぐ

に掲載されるわけではなく、まずは割

引施設として掲載され、その半年間の

実績いかんで無料施設として格上げさ

れるという手続きがあるのだ。

「とんぼりリバークルーズを利用して

いる人のうち、90%は周遊パスを使

っているそうですが、仮に、150万枚

のうちの1%でも来てもらえれば1万

5000人になります。施設や航路を広

く知ってもらうためにも無料施設に掲

載されるメリットは大きい。私たち

の船は30〜40名乗りの小さな船です

が、それで採算が取れるということを

まずは示す。そのうえで、他の舟運事

業者さんに定期航路に参入してもら

い、船の数を増やしたいと考えていま

す。またその際には、私たちの事業と

しては桟橋の使用料をいただくことも

できます。実際、タグボート大正がで

きてからは、交通インフラ系の企業の

方々が視察に来られており、私たちも

お話をする機会をいただいています

●船上レストラン「PIZZERIA DA DOTS」。
店内の本格的な薪窯でピザを焼き上げる

●2階には、大正区ゆかりの飲み屋さんが集積。
深夜帯までオープンしている。奥はランチ営業も
している沖縄酒場「きじむな～の森」



が、大手事業者さんに参入していただ

くためにも、船の事業で採算が取れる

というエビデンスを示す必要があると

考えています」（松本さん）

じつは、2001年にUSJがオープン

した際、船での定期航路に十数社が参

入したが、思うように集客が伸びず

早々に撤退。以来、舟運事業者は定期

航路への参入には慎重になっていると

いう。だがその後、インバウンドが増

加し、USJの人気が定着してきた現在

と当時では状況が違うと松本さんは分

析している。

また、現在USJへのアクセスは、公

共交通の場合、JRゆめ咲線のユニバ

ーサルシティ駅まで、JR線のみでの

移動が主流になっているが、2018年

4月に民営化されたOsaka Metroで

も、USJ関連の利用者を獲得したい

という意欲がある。その点、Osaka 

Metro長堀鶴見緑地線の大正駅からタ

グボート大正で船に乗り換え、USJに

アクセスするルートが開発できれば、

Osaka Metroにとっても大きな強み

となる。もちろんタグボート大正にと

っても、Osaka Metroが広報してく

れれば、その宣伝効果は計り知れない。

だが現状、RETOWNが運行する船

だけでは、Osaka Metroからの乗り

換え客を捌ききれない懸念があり、双

方とも積極的な広報活動が難しい状況

だ。これを克服するためにも、大手の

舟運事業者の参入が不可欠となる。

そして当然、こうしたRETOWN

の活動はセキュリテを介した「水辺の

ターミナルタウン構想ファンド」の成

功にもかかわってくる。参加者は少な

くとも、会計期間の3年間は、タグボ

ート大正の動きを「自分ごと」として

見守り、応援することになるはずだ。

「船は、やっぱり大正区の一番の強み、

伸び代のある部分です。市内を運行す

る川船と海へ出ていく海船の連携とい

う点でも、この場所が最適です。それ

だけに、大阪全体として考えても、こ

こが水辺のターミナルとして機能しな

かったら、移動手段としての船を成立

させることは難しいでしょう。逆に、

そこを活かすことができれば、水辺だ

けではなく、大正エリア全体にプラス

のスパイラルを生み、それは大阪全体

の活力にもなるはずです」

今回、タグボート大正を訪ね、取材

をさせてもらったのは3月。すでに新

型コロナウイルス感染拡大防止の影響

により、尻無川を挟んで隣接する京セ

ラドーム大阪での大型イベントが軒並

み中止になるなど、見込んでいた集客

に対する影響が出始めていた。さらに

4月現在では緊急事態宣言によりタグ

ボート大正の営業自体が制限されてい

るうえ、今まで紹介してきたUSJへの

定期航路についても時期を見直さざる

を得なくなっている。

だが、こうしたなかでもタグボート

大正のフードエリアに入居する数店舗

が合同で、独自の宅配サービスを始め

るなど、新たな挑戦も続けている。も

とより、大正区のまちづくりの拠点と

して、水都大阪を象徴する水上ターミ

ナルとしての活動は、一朝一夕に達成

できるものではない。地道に長く継続

してこそ、その成果は現れてくる。全

国的な停滞期にある今だからこそ、今

後10年、20年先の街の未来のために、

蓄えられる力があるに違いない。

「IRが誘致されれば、そこに務める人

が船で通勤するようになるかもしれな

い」と松本さん。大阪という大都市の

なかで、船が、当たり前の交通手段と

して利用されるという将来像には、ど

こかレトロフューチャー的な魅力を感

じる。そんな先進的な事業に取り組む

タグボート大正のこれからに期待した

い。
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●ミュージックセキュリティーズ株式会社
西日本支社の三浦大史さん

●タグボート大正の中枢ともいえる桟橋。「水都大阪」の名を確かなものにする舟運事業を実現させるこ
とで、大正区は水辺のターミナルタウンとして、その魅力をより増していくはずだ 特集クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に 2 5b

自治体が事業者として寄付を募る 
ガバメントクラウドファンディング

自治体がプロジェクトオーナーとな

り、地域の課題を解決するためにクラ

ウドファンディングを活用し、寄付を

集める事例が広がっている。自治体ご

とにさまざまなプラットフォームが

活用されているが、そのなかの一つ

が「ふるさとチョイス ガバメントクラ

ウドファンディング（以下ふるさとチ

ョイスGCF）」だ。「ふるさとチョイス

GCF」は、トラストバンクが展開する、

ふるさと納税制度を活用して行うクラ

ウドファンディングである。ふるさと

納税とは、故郷や応援したい自治体に

寄付ができる制度で、寄付金のうち

2000円を超える部分について限度内

で所得税の還付、住民税の控除が受け

られる仕組みだ。トラストバンクでは、

この仕組みのプラットフォームである

ふるさと納税の総合サイト「ふるさと

チョイス」を運営している。一般的な

ふるさと納税では、寄付者は返礼品や

地域から寄付する自治体を選ぶが、「ふ

るさとチョイスGCF」では、その他に

使い道を具体化したプロジェクトから

寄付する自治体を選ぶこともできる。

返礼品の有無や内容は、プロジェクト

により異なるが、寄付者は返礼品より

も、プロジェクトへの共感や応援を最

大の動機として寄付をしていることに

特徴がある。もちろん寄付金の控除は、

通常のふるさと納税と同様に受けられ

るというメリットもある。

「ふるさとチョイスGCF」は「ふる

さとチョイス」から発展して誕生し、

2013年9月に第一弾のプロジェクト

が発足。その後全国の自治体に活用が

広まり、2017年は111プロジェクト、

2018年は226プロジェクト、2019

年は242プロジェクトが立ち上がり、

青森県と香川県を除く45都道府県の

自治体に活用されている。そのなかで

寄付金が集まりやすいプロジェクトに

ついて、トラストバンクの元岡悠太さ

んはこう話す。

ルポ　 クラウドファンディング
から始まるまちづくり 
自治体による活用の可能性
全国的に広がりを見せる自治体によるクラウドファンディングの活用。
一般的には自治体がプロジェクトオーナーとなって、
任意のプラットフォームで寄付を募る。
ふるさと納税の総合サイト「ふるさとチョイス」を運営するトラストバンクでは、
クラウドファンディングにふるさと納税の制度を掛け合わせ、
自治体がオーナーとなる「ふるさとチョイス  ガバメントクラウドファンディング」を展開。
独自の事業助成の仕組みとして活用する東京都墨田区の事例などを取り上げ、
ガバメントクラウドファンディングの課題と可能性を探った。
取材・文：村田保子 

●「ふるさとチョイスGCF」を担当するトラストバ
ンクの元岡悠太さん



「通常のクラウドファンディングと同

様に、子どもや動物に関する課題、災

害支援などのプロジェクトは寄付金が

集まりやすい傾向にあると思います。

しかし、自治体の担当者の熱意の量に

よって、集まる寄付金は大きく左右さ

れると感じています。成功しているプ

ロジェクトは、自治体の担当者が自分

事としてプロジェクトに取り組んでい

るという共通点があります」

元岡さんがその具体例として印象に

残っていると話すのは、東京都板橋区

による児童養護施設の卒園者の暮らし

や進学を支援するプロジェクトだ。板

橋区の担当者は、定量的なデータで課

題の可視化に努めるだけでなく、子育

て支援団体の集まりなどに出向き、課

題や解決方法、熱意を関係者と共有す

るなど、地道な活動を通して「ふるさ

とチョイスGCF」の取り組みを伝えて

いったという。

「この事例は、担当者の熱意が多くの

人に伝わり、寄付金の目標金額を達成。

今まであまり知られていなかった地域

の課題が可視化されたことも注目すべ

きポイントだと思います。また、活動

により生まれたつながりから、協力者

を募ったり、アイデアやノウハウなど

のリソースを得られたりといった面も

〈ふるさとチョイスGCF〉が有効に活

用された事例だと感じています」（元

岡さん）

墨田区が独自に取り組む 
GCFを活用した事業助成事業

多くの地方自治体では、原則として

返済不要で事業などに必要な予算の一

部を支給するさまざまな助成金や補

助金制度が用意されている。このよ

うな助成金として「ふるさとチョイス

GCF」を活用している自治体がある。

新潟県庁と東京都の墨田区だ。いずれ

も「ふるさとチョイスGCF」を発展さ

せ、自治体が広く事業を募集し、活動

資金を提供する仕組みを構築してい

る。そのなかから具体例として、墨田

区の「すみだの夢応援助成事業」につ

いて取り上げる。

「すみだの夢応援助成事業」は、墨田

区の地域力支援部地域活動推進課によ

り2017年にスタートした。東京2020

オリンピック・パラリンピック大会に

向けて墨田区を盛り上げるための新し

い事業を模索していくなかで、注目を

集めていたクラウドファンディングを

使った助成金制度の仕組みというアイ

デアが生まれた。「すみだの夢応援助

成事業」は、墨田区が「ふるさとチョ

イスGCF」のプラットフォームを使

い、地域を盛り上げたり、地域の課題

を解決するための活動を募集し、ふる

さと納税の制度を活用したクラウドフ

ァンディングにより寄付金を集め、そ

れを助成金として事業者に交付する仕

組みだ。墨田区が「ふるさとチョイス

GCF」にかかる手数料をトラストバン

クに支払うことで、事業者は集まった

寄付金を全額受けとることができる。

事業者はプロジェクトの内容や自分た

ちの努力次第で、より多くの寄付金を

集めることが可能となる。墨田区とし

ても事業のために支援が必要な予算を

全額助成するのではなく、手数料のみ

の拠出で助成することができる。

じつは墨田区ではこれに先立ち、

2016年に開館した「すみだ北斎美術

館」の管理運営費などに活用するため

「ふるさとチョイスGCF」を利用して

いる。準備が始まった2015年4月か

ら2016年11月の開館までの期間だけ

で2億5000万円以上の寄付金が集ま

った。その後も、企画展の支援などで

毎年同程度の寄付金を継続して達成し

ている。この取り組みは、目標の寄付

額を達成するだけではなく、多くの人

に「すみだ北斎美術館」及び墨田区の

文化・芸術活動を伝えることにもつな

がり、広報としても成功している。墨

田区では、この事業を前例としてクラ

ウドファンディングの情報やノウハ

ウの共有が可能となり、「すみだの夢

応援助成事業」も同様に「ふるさとチ

ョイスGCF」のプラットフォームを使

うことになった。「すみだ北斎美術館」

と共に効果的な事業プロモーションに

つなげるという狙いもある。

「すみだの夢応援助成事業」は、2017

年から2019年までの3年間で延べ、

21件の応募があり、墨田区の審査を

経て、12件のプロジェクトを実施し、

集めた寄付件数及び金額は962件、

9693万9132円に上る。事業を担当

する墨田区の阿部広輔さんに、感じて

いる効果について聞いた。

「実施したプロジェクトはユニークな

ものが多く、実施団体が主体的に実行

しています。返礼品は実施団体から直

接送付をしてもらうため、そこで寄付

者とのつながりも生まれる。メールで
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●「すみだの夢応援助成事業」を担当する墨田区
地域力支援部地域活動推進課の阿部広輔さん

特集クラウドファンディングで町を楽しく魅力的に 2 7b

の活動告知なども可能で、交流が生ま

れているところに可能性を感じていま

す。また、プロジェクトを通して、墨

田区のことを詳しく知らなかった方に

興味をもっていただいたり、来街して

いただいたりする機会にも少なからず

なっているのでは。行政だけで企画す

るよりも、地域の方の力を借りること

で、いろいろな方の視点が入り、行政

ではできないようなプロジェクトが実

現していると思います」

クラウドファンディングの鍵を握る 
個性を活かしたプロモーション

「すみだの夢応援助成事業」で大きな

成功を収めているプロジェクトを二つ

紹介する。共に2017年から2019年

まで3年連続で、寄付金によるプロジ

ェクトを実施している。そこから見え

てくるのは、クラウドファンディング

によるまちづくりのコンテンツに必須

の要素だ。一つ目は緑が少ない墨田区

にまちなか農園をつくり、野菜栽培を

通して交流を広げるという「たもんじ

交流農園」の事例。3年連続で目標金

額を達成し、合計448万円の寄付金を

集めている。

「実施団体は、業者などに依頼をせず、

ボランティアによる手づくりで農園の

区画を整理していったのですが、その

一生懸命さや頑張りに共感し、地元の

方から多くの寄付を集めました。実際

に農園の前を通りかかって、この活動

を知った人が情報を広げたり、農園の

敷地を提供していた寺院の関係者が寄

付をしてくれたり、口コミが口コミを

呼んで、草の根的なプロモーションが

展開されていったのです」と阿部さん。

クラウドファンディングというネット

上の新しい仕組みを使いながらも、リ

アルなコミュニケーションが効果を促

した展開に、墨田区としても人のつな

がりの強靭さを感じたと話す。

二つ目は新日本フィルハーモニー交

響楽団（以下新日フィル）による「音楽

の力で人とまちを元気に」。普段ホー

ルへ足を運ぶことのできない学生や福

祉施設の入居者へのコンサート無料招

待や、まちかどコンサートなどを実施

するための資金を募集し、2017年は

目標に届かなかったものの、2018年

は3130万円以上、2019年は3900万

円以上の寄付金を集めた。実施団体で

ある新日フィルは、全国的に知名度が

高く、ファンも多いため、もともとつ

ながりのある関心の高い層に情報を届

けやすく、区内外を問わず寄付金が集

まりやすい条件が整っていたという。

一般的なクラウドファンディングのプ

ロジェクトと比較してこのような条件

は非常に恵まれていると思われる。注

目すべきは、コンサート会場に訪れた

人に「すみだの夢応援助成事業」につ

いてプロモーションしたり、昨年の寄

付者に呼びかけたりすることが効果を

発揮していることだろう。クラウドフ

ァンディングの実績を重ねることによ

り、寄付者と実施団体の結びつきを強

めていける可能性が示唆される。

「墨田区は30年前から音楽都市構想

を進めており、新日フィルとはフラン

チャイズ契約を結んでいます。新日フ

ィルの墨田区での活動やクラウドファ

ンディングによる寄付金の募集は、墨

田区が音楽の街であるということを広

報することにもつながる。音楽を入口

に全国の方が墨田区に関心をもってい

ただけることは、事業を実施するだけ

はない価値に結びついていると思いま

す」（阿部さん）。

伝わり方は異なるが、どちらの事例

もプロモーションの成功が、クラウド

ファンディングの成功につながってい

ることがわかる。しかし、その手法は

一般化できるものではなく、実施団体

の個性やリソースが活かされなけれ

ば、寄付者の心には届かないのだろう。

●多聞寺という長年にわたり地域に根ざした寺の駐
車場の跡地を整備して、オープンした「たもんじ交流
農園」。地域の人々が中心となって、リアルなつなが
りとコミュニケーションによりつくり上げられた



プロジェクトの内容はもとより、プロ

モーションの組み立て方にも創造性が

求められるのだ。

墨田区の事例から見えてくる 
課題と可能性

クラウドファンディングは、プラッ

トフォームにプロジェクトの内容をア

ップしただけで、簡単に寄付金が集ま

る仕組みではなく、積極的なプロモー

ションが不可欠である。それはプラッ

トフォームの母体でもある「すみだの

夢応援助成事業」の告知についても同

様だ。初年度の2017年、自治体が独

自のプラットフォームを準備し、事業

を募集するという取り組みは東京23

区で初だったことが話題となり、新聞

を始めとした多数の媒体に取り上げ

られ、10組の団体から応募があった。

しかし、その後は減少してきていると

いう。

「毎年、SNSの墨田区のアカウント、

ウェブページ、区報などで告知をして

います。初年度の2017年は、マスコ

ミ各社へプレスリリースを送り、記者

発表を行ったことで、情報が拡散され

てプロモーションが効果的に行われた

と考えています。しかし、その後につ

いては周知の不足を実感。SNSなど

も区外の方が見ることは少ないため、

広がりは限定的にしか期待できませ

ん。今後は他のプロモーションの方法

も模索中です」と阿部さん。

また、行政の事業のスケジュールの

仕組み上、年間でプロジェクトを計画

し、12月31日のふるさと納税の締め

きり時期に合わせる必要がある。プロ

ジェクトの募集は毎年3月末から4月

末の1カ月の期間のみだ。プロジェク

トの立ち上げ時期に、タイミングが合

わないと応募に結びつかないこともあ

る。さらに、クラウドファンディング

の仕組みを採用している以上、プロジ

ェクトのなかには目標金額を達成でき

ないものも出てくる。その場合でも、

元々の計画の規模を縮小するなどの調

整をして、墨田区もサポートしながら

プロジェクトは必ず実行しているが、
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●新日フィルは「ふるさとチョイスGCF」で集めた寄付金の使い道として、「まちかどコンサート」を推進。
墨田区をホームタウンとするプロリーグのフットサルチーム「フウガドールすみだ」のホームゲーム、東京
丸の内にある「KITTE」などで演奏

●新日フィルは「ふるさとチョイスGCF」により、
過去の録音アーカイブ（保存資料）を作成すると
いう事業を進めている。返礼品の一つとしてCD

を作成し、寄付者へ配布した

●新日フィルの「ふるさとチョ
イスGCF」のプロジェクトの一
つとなっているコンサートへ
の無料招待。普段なかなか本
格的な音楽に触れる機会のな
い方に対して、令和元年度は
4000人以上を招待した。
©堀田力丸
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その業務は容易ではない。

このようにいくつかの課題はある

が、それが具体的に可視化されている

ことは、この事業の成功と将来的な可

能性を感じさせる。区民の視点やリソ

ースが活かされるプロジェクトは、自

治体ではできない幅広い課題解決の可

能性がある。最初はクラウドファンデ

ィングの仕組みや行政のサポートを受

けながら立ち上げたプロジェクトが、

主体的に引き継がれ発展していく。地

域へもたらす効果や影響は大きいはず

だ。また、寄付者側としても自治体の

プラットフォームであることが安心感

になり、寄付に結び付きやすい。自治

体、事業者団体、寄付者共にメリット

がある仕組みであるといえる。

政府と同規模のインパクトを目指す 
広域連携GCF

「すみだの夢応援助成事業」は、「ふ

るさとチョイスGCF」を行政独自のプ

ラットフォームとして発展させた、先

進的な取り組みであるといえるが、「ふ

るさとチョイスGCF」には、さらなる

可能性を秘めた発展型の仕組みが生ま

れている。それが「広域連携ガバメン

トクラウドファンディング（以下広域

連携GCF）」だ。トラストバンクが「ふ

るさとチョイスGCF」を運営するな

か、各地域には共通して抱えている課

題があることに気づいた。そこで、ト

ラストバンクが各自治体に呼びかけ、

共通した課題を自治体が連携して解決

していくことを目指し、課題解決の共

有ページを立ち上げている。たとえ

ば、「罪のない動物の殺処分を無くす」

というプロジェクトには16自治体が

参加し、7億3,000万円以上（2020年

3月2日時点）の寄付金を集めている。

「ガバメントクラウドファンディング

という名前は、自治体が連携して広域

でプロジェクトを行えば、政府と同じ

ような規模のインパクトを出せるので

はないかという私たちの思いに由来し

ています。広域連携GCFでそれが一

つの形になりつつあると感じていま

す」とトラストバンクの元岡さん。今

後の課題は、トラストバンクのプラッ

トフォームにより、複数の自治体や寄

付者がオンライン上やリアルなコミュ

ニケーションを通して継続的につなが

っていけるコミュニティの仕組みを構

築していくことだという。トラストバ

ンクでは、その一つとして「ふるさと

チョイスアワード」や「ふるさとチョ

イス大感謝祭」などのイベントを実施

し、複数の自治体と寄付者が集まる場

を設けている。

「ふるさとチョイスGCFには、寄付

者からプロジェクトへの応援メッセー

ジをいただき、ページ上に掲載できる

仕組みがあるのですが、そこには寄付

者の方の熱い思いが溢れています。こ

のメッセージが自治体や地域の方に届

くことが、一つのコミュニティの始ま

りだと感じています」（元岡さん）

寄付者が寄付金を出すだけではな

く、アイデアやリソースを提供するな

ど、一歩踏み込んだ協力をしながら、

共にプロジェクトをつくっていくよう

な仕組みができれば、クラウドファン

ディングの可能性はさらに広がり、寄

付という体験はより豊かなものになっ

ていくのではないだろうか。

●トラストバンクによる「広域連携GCF」のウェブページ。「罪のない動物の殺処分を無くす」には16自治体、
「スポーツをきっかけとしたまち創り」には墨田区を含め9自治体が参加している



2019年4月、中目黒と代官山を

結ぶエリアに、東京音楽大学の新キ

ャンパスが開校した。開校するにあ

たり東京音楽大学は、「まちと協奏

するみどりの中の音楽大学」をテー

マに、花と緑と音楽があふれ、いき

ものと人々をおもてなしするまちを

思い描いた。これを実現すべく一つ

の手法として、鎌倉街道と武蔵野の

森を再生させた。

歴史と風景に着目した 
みどりの鎌倉街道

新キャンパスは、中目黒と代官山

の間に位置する立地だが、二つのま

ちの回遊性が十分でなかった。そこ

で、二つのまちの間に位置する立地

と10m超の高低差を生かし、キャ

ンパス内に中目黒と代官山を結ぶ

“みち”を二つ通すことで、まちの

回遊性を図っている。その一つが、

2017年度緑の環境プラン大賞特別

企画「おもてなしの庭」の対象部分

である「みどりの鎌倉街道」だ。

キャンパスの北側に接する目切坂

は、近くに腕の良い石臼の目切りを

する石工が住んでいたことからそう

名付けられたようだが、江戸時代に

は鎌倉街道として目黒地区から江戸

の人々へ食を運ぶ重要な生活道路で

もあった。目切坂の頂上入口には、

第F回
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一般財団法人第一生命財団と公益財団法人都市緑化機構が共催する「緑の環境プラン大賞」
は、生活の質の向上、コミュニティの醸成などに役立つ、緑豊かな都市環境の形成を目指す
緑化プランに対し、助成を行う事業だ。2018年度には「シンボル・ガーデン部門」「ポケット・
ガーデン部門」の2部門に対し、国土交通大臣賞2件、緑化大賞2件、コミュニティ大賞9件に
加え、特別企画として「おもてなしの庭」大賞1件が選出された。今回は、2017年度に「おも
てなしの庭」大賞に選出された緑化プランを訪ね、整備の状況について伺った
photo:坂本政十賜

まちとまちを結ぶみどりと音楽にあふれたみち 
「みどりの鎌倉街道」
学校法人東京音楽大学

左●代官山側から学生カフェの入り口付近を眺める
上●みどりの鎌倉街道には、散歩を楽しむ家族も多い
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富士山を信仰の対象とした富士講跡

「目黒元富士跡」があり、富士を眺

める景勝地として広重の浮世絵にも

描かれている。また、坂の頂上には

大正8（1919）年に建てられた旧朝

倉家住宅（重要文化財）があり、猿

楽町の南西斜面の高低差を利用した

回遊式庭園が保存されているなど、

歴史的な背景をもつ。

かつてこのエリアには、雑木林や

畑、水田などのいわゆる武蔵野の風

景が広がっていたといわれる。そこ

で、武蔵野の風景に着目し、この地

に「鎌倉街道」と「武蔵野の森」を再

生させようというのが、緑化プラン

の目的だ。「武蔵野の森」の再生とは、

一言で言えば、武蔵野の風景の記憶

の継承である。地域に愛されてきた

樹木を保存し、関東平野に多くあっ

た木々を新植し、遺伝子を継承する

方法で桜を新たに植えた。さらに、

水景の導入によって目黒川の桜との

連続性を図った。春夏秋冬の季節ご

とに違う景色、日本を感じられるよ

うな植栽や樹木の配置は、都心であ

りながら四季折々の風景を感じるこ

とができる場所になっている。

音楽文化を感じる 
おもてなしの空間

目切坂は、キャンパス開校前は暗

闇坂と呼ばれていたように、夜にな

ると真っ暗になり、人の往来も少な

い場所だったという。だが、現代に

再生したみどりの鎌倉街道は、中目

黒エリアと代官山エリアを結ぶ24

時間往来可能な道だ。学生だけでな

く地域住民にも広く開放し利用して

もらうことにした。

「開校後、みどりの鎌倉街道を往来

する人が以前より多く見られるよう

になりました。犬を散歩させている

人やベビーカーを押している若夫

婦、なんとなくブラブラしている人

も見かけます。道の途中のベンチで

一休みしている年配夫婦の姿も見か

けます」。そう話すのは、同大学理

事長の鈴木勝利さん。

「そもそも構内の通路を地域に開放

している例はほとんどないと思いま

す。ここにこんなきれいな緑があっ

たのか、という驚きの声もずいぶん

聞きました。地域の人たちが楽しそ

うに利用してくれているのが、何よ

り嬉しいですね。人間そのものが音

に表れるのが音楽の特徴。心に余裕

がなければいい音は出ません。そう

いう余裕をつくり出すには、緑の環

境は非常に重要です。ここは、緑に

溶け込むキャンパスだと言っている

んですよ」とも語ってくれた。

都心ではあまり味わうことのでき

ないのどかで緑豊かな憩いの空間。

地域に開かれたキャンパスは、自然

と触れ合いながら音楽文化に親しむ

ことができる場であり、同時に、芸

術性・創造性を育む場でもある。本

領を発揮するのはこれからだ。

左●中目黒側からみどりの鎌倉街道と建物を望む
上●鈴木勝利理事長

上●近くにある目黒川との連統性を意識した水景
右●地域住民も自由に利用できるみどりの鎌倉街
道は、24時間往来可能だ



129年の歴史を引き継ぐ

大阪市の都市部に、2019年4月に

開園した「あけぼのほりえこども園」。

前身は堀江小学校と同敷地内で明治

23（1890）年から歴史を刻んできた大

阪市立堀江幼稚園で、同幼稚園が民間

移管される形で、公私連携幼保連携型

こども園として移転・新設された。

旧幼稚園の園児も受け入れるあけぼ

のほりえこども園は、定員298名の大

規模こども園だ。こども文化センター

跡地を利用した園の敷地面積は1837

㎡に及び、このうち1070㎡以上が園

庭として整備されている。近隣には大

阪市立中央図書館などの文化施設や土

佐稲荷神社に連なる土佐公園などの緑

地も多く、都会ながらも閑静な雰囲気

が漂う、恵まれた環境にある。同園

を運営する学校法人あけぼの学園は、

1953年より大阪府豊中市で幼稚園の

運営を開始し、以来、豊中市内で7施

設の幼稚園・こども園・保育園を運営し

てきた。あけぼのほりえこども園は8

施設目にあたり、初の大阪市での開園

となる。

「大阪市による堀江幼稚園の民間移管

先募集を受け、結果、私たちの法人

が選定されました。選ばれたからに

は、これまで私たちが実践してきた幼

児教育や保育のノウハウを最大限に生

かし、また、徹底的に保育環境を充実

させようと園舎の設計に取り組み、園

庭の遊具や家具にもこだわり抜きまし

子どもたちの「笑顔」に会いに行く
連載 第S回

一般財団法人第一生命財団による「待機児童対策・保育所等助成事業」は、2019年度で第7回を数えた。
2019年11月に行われた審査会では、全国168件の応募の中から、
厳正な審査の結果40件、総額3000万円（申請額）の助成を決定した。

今回はその中の一つ、都市の中心部にありながら、充実した保育環境を実現し、
子どもたちの心身の育成に励む大阪市のこども園を訪ね、その取り組みについてお話を伺った。

取材・文:斎藤夕子 photo:坂本政十賜
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●広々とした園庭。画面奥の大型遊具が吉野の銘木を用いてつくったオリジナルのアスレチック。
その右手には鉄棒で遊ぶ子どもの姿も

●冬でも裸足で、元気に走り回
る子どもたち

●室内には、狭く囲まれた空間が随所に
設けられている。静かに本を読んだり、
考えごとをしながら、内面が育っていく

大阪府大阪市 あけぼのほりえこども園
多彩な遊びから、子どもたちの主体性を育む
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た。それだけに開園時には手が回らな

かった備品もあり、今回の助成に応募

させていただいたんです」

経緯について、安
あ

家
け

力園長はそう教

えてくれる。

子どもたちの 
主体的な遊びをサポート

同こども園がもっとも重視してい

るのが「非認知能力の育ち」だ。つま

り、読み書きや計算力のように数値化

して認知しやすい能力ではなく、好奇

心や探究心、友だちとの関係を通して

学ぶ社会性のような内面的な力の発達

だ。その評価基準として、アメリカ

で開発された保育環境評価スケール

「ECERS」を取り入れ、園舎の間取り

や家具、遊具の配置を行い、静と動の

遊びを区別するなどの取り組みを実践

している。また子どもたちには「本物」

に触れてほしいとの思いから、園庭に

設置された大型遊具は奈良県吉野市の

銘木を用い、木の質感を生かしたアス

レチックをオリジナルで作成した。エ

ントランス付近にさりげなく置かれた

火鉢も信楽焼で、正月明けにはここで

炭を起こし、子どもたちと一緒に鏡開

きのお餅を食べたのだそうだ。

今回、助成で導入したのは、ままご

と遊びに使う小型のちゃぶ台や鉄棒の

他、おもちゃ収納用の棚、図鑑や絵本

など。数台導入したちゃぶ台は、少し

囲まれたスペースに配され、子どもた

ちの「静の遊び」として、自分なりの

物語を紡ぎながらごっこ遊びを行う場

を形成している。一方、鉄棒は「動の

遊び」をサポートする遊具だ。安家園

長は「そもそも、手で鉄棒を握ること

が子どもたちには難しい。さらにどう

やって体を持ち上げて遊ぶことができ

るのか、体を動かしながら考えていく。

子どもの心身の成長にとって、鉄棒は

とても役立ちます」とその役割を教え

てくれる。

「園庭は、わざとでこぼこにしていま

す。もちろん、でこぼこの園庭では転

んで怪我をしてしまう場合もあります

が、私たちの園では、遊んで怪我を

することも〈子どもの権利〉だとして、

保護者の皆さんにもご理解いただいて

います」

園庭の築山は、頂上に手押し井戸が

設置され、水を流せるようになってい

る。登頂するには階段状の段差を登ら

なければならないが、その段差は「子

どもの体でちょっと苦労するくらいの

高さ」にしてあるとか。これにより、

年齢に合わせたチャレンジ精神を育

み、登れた時の達成感が子どもの心身

を成長させてくれる。なかには入園時

にはまっすぐ立っていることさえでき

ない子もいるが、でこぼこの園庭で存

分に遊んでいるうちに、いつの間にか

体幹が鍛えられ、体つきがしっかりし

てくるそうだ。

街と共に未来を拓く

長年、地域と共に歩んできた旧堀江

幼稚園の歴史も受け継ぐだけに、あけ

ぼのほりえこども園でも、地域との交

流は重視している。毎日午後には、「お

昼寝見守り隊」と称する地域の方々が

園に訪れている他、同園の入り口付近

には「シリアウカフェ〈ポレポレ〉」と

称する、多目的スペースも設置されて

いる。普段は園児の絵本の部屋だが、

今後は地域の方々の子育て支援や多世

代間の交流イベントの場としても活用

の幅を広げていく予定だ。また、園歌

も旧堀江幼稚園の歌を引き継いでお

り、地域の人に喜ばれているという。

「地域の方々とつながりながら、この

街の子どもたちの育成拠点として、旧

幼稚園に負けない歴史を刻んでいきた

いと思います」と安家園長。子どもた

ちの元気な声と明るい笑顔は、この街

の未来そのものだ。

左●壁いっぱいが黒板になった空間では存分にお絵描きが楽しめる
右●台形の机は組み合わせ次第でさまざまな形に変化。状況に応じて使い分けができる

●普段は絵本部屋として利用されている、多目的
スペース「シリアウカフェ〈ポレポレ〉」

●安家力園長



東武鉄道伊勢崎線の起点は浅草駅で

ある。長い歴史を誇るターミナルデ

パート・松屋のビルが駅舎を兼ねてい

て、列車はここを出るとすぐ右へ急

カーブしながら隅田川をゆっくり渡

っていく。ところが、この駅は昭和6

（1931）年に新設されたもので、明治

35（1902）年4月1日に開業した東武

の起点は現在のとうきょうスカイツリ

ー駅の場所にあった。しかも最初の駅

名は吾
あ

妻
づま

橋
ばし

。

開通した翌年にあたる明治36

（1903）年1月号の時刻表『汽車汽舩旅

行案内』（庚
こう

寅
いん

新誌社）によれば、伊勢

崎線はまだ埼玉県の加
か

須
ぞ

駅止まりで、

1日わずか7往復の旅客列車が吾妻橋

駅を発着していた。終点の加須までは

2時間20〜30分、粕
かす

壁
かべ

（現春日部）ま

ででも1時間半ほどかかっている。ち

なみに現在の特急なら春日部まで32

分。

ところが開業してわずか2年後の明

治37（1904）年4月5日にこの吾妻橋

駅は廃止されてしまう。隣の曳
ひき

舟
ぶね

駅か

ら南下して亀
かめ

戸
いど

に至る現在の亀戸線が

開通したためだ。亀戸駅から全列車が

総武鉄道（現JR総武本線）に乗り入れ

て両国橋（現両国）駅へ直通すること

になったのである。都心へ行くなら旧

来の吾妻橋駅よりずっと近く、市電も

この頃に両国橋を渡って来たので都心

へのアクセスは格段に改善された。

両国橋直通になって総武鉄道の本
ほん

所
じょ

（現錦糸町）駅には構内東端に東武鉄

道の工場も設けられ、この亀戸ルート

は盤石のように見えた。しかしこの年

に始まった日露戦争がその翌年に終わ

り、外国資本が鉄道の経営を左右する

危険性が指摘され、非常時の幹線輸送

を国が一括管理すべきとする意見も強

く、全国の幹線鉄道とともに総武鉄道

は国有化されたのである。

明治41（1908）年には廃止されて

いた吾妻橋〜曳舟間を復活させて貨物

列車のみ運行再開されたが、国有化さ

れた総武本線への乗り入れができなく

なったそうで、旅客列車の起点は明治

43（1910）年3月27日から再び吾妻
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今尾恵介
いまお・けいすけ●1959年横浜市生まれ。フリ
ーライター。旅行ガイドブック、地図・旅行関係
の雑誌や地図・鉄道関係の書籍の執筆を精力的
に手がける。（一財）日本地図センター客員研
究員、（一財）地図情報センター評議員など。著
書に『駅名学入門』（中公新書ラクレ、2020）、
『地名崩壊』（角川選書、2020）他多数。

松屋百貨店がターミナルデパートとして開業したのは昭和6（1931）年。東武浅草駅
は、このビルの2階に位置する。日光や鬼怒川方面へ向かう特急「スペーシア」や栃木・
群馬などの両毛地方へ向かう特急「りょうもう」は、ここを起点としている。東武鉄道
の開業は、明治35（1902）年で吾妻橋という駅を起点とした。東西に掘られた北

きた
十
じっ

間
けん
川に面した場所に設けられた駅で、現在の「とうきょうスカイツリー駅」にあたる。と

ころが、亀戸線の開通に伴い2年後の明治37（1904）年に一旦廃止されるが、その
後総武鉄道（現JR総武本線）への乗り入れなどの紆余曲折を経て、明治41（1908）
年に貨物営業として復活。さらにその2年後の明治43（1910）年に旅客列車の運行再
開に合わせて再び吾妻橋起点に戻し、駅名も「浅草」に改められた。そして、その20

年後、冒頭に紹介した松屋百貨店が開店。外壁にテラコッタタイルを使用した建築は
典型的なアール・デコ様式だ。近年老朽化に伴い外観がアルミ製のカバー材で覆われ
ていたが、東京スカイツリー開業（2012年）に伴い竣工時に近い姿でリニューアルされ、
「浅草エキミセ」として新装開業した。今や、モダンとレトロを併せもつ浅草を代表す
る建築物だ。

第6回浅草駅

イラストマップ:小夜小町
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橋起点に変更された。駅名はその直前

の1日に浅草と改められている。これ

が正式な「浅草駅」の登場である。

浅草と名付けたはいいのだが、この

駅は吾妻橋の東詰から1キロほども東

に位置しており、所在地は隅田川の東

側なので浅草区ではなく本所区小
こ

梅
うめ

瓦
かわら

町。その名の通り明治初年の産物を見

れば万
ばん

古
こ

焼、隅田焼などの焼物、そ

れに野菜や川魚の名も見える地区だ

った。明治42（1909）年測図の2万分

の1地形図によれば駅の南側は草の茂

る湿地で、北側には用水堀である曳舟

通。南側の北十間川を渡ればようやく

中ノ郷の電車通りに出るという具合で

ある。それでも浅草乗り入れの4か月

後の7月には吾妻橋を渡ってきた路面

電車（東京鉄道、後の東京市電）が最

寄りの業
なり

平
ひら

橋
ばし

まで延伸、これで浅草や

上野、日本橋方面など都心部への交通

がなんとか確保された。

東武が浅草駅を「リバイバル開業」

した2年後に元号が替わり、大正元年

（1912）11月には京成電気軌道（現京

成電鉄）が少し東側の押
おし

上
あげ

に起点停留

場を置いた。住所は本所区向島押上町

である。どちらの汽車・電車も当然な

がら都心へ乗り入れたかったが、市内

に入ってすぐの場所に押しとどめられ

ている。その理由は東京市の交通政策

であった。私鉄のターミナルは市と郡

の境界付近に置かせ、そこから内側の

交通は東京市電が一元的に行うとい

う、後世に言われる「万里の長城」政

策である。

これは東武や京成だけでなく、品川

の京浜電気鉄道（現京急）、目黒の目

黒蒲田電鉄（現東急目黒線）、渋谷の

東京横浜電鉄（現東急東横線）、同じ

く帝都電鉄（現京王井の頭線）、新宿

の京王電気軌道（現京王電鉄）、池袋

の武蔵野鉄道（現西武池袋線）と東上

鉄道（現東武東上線）、早稲田、大塚、

王子、三ノ輪と市境の少し外側を巡っ

た王子電気軌道（現都電荒川線）など

枚挙にいとまがない。今はなき路面電

車の玉電こと玉川電気鉄道（後の東急

玉川線）など、渋谷から天現寺橋まで

市境に肉薄したが、その先の広尾へは

市内なので入ることができなかった。

それでも「万里の長城」は絶対崩れ

ないわけでもなく、政治的な関係など

により、場合によっては市内への乗り

入れが許されている。東武の旧浅草駅

も本所区だから市内であり、そこから

もう一息で浅草の繁華街であるから、

会社としてもいろいろと努力を続けて

いたようだ。そして大正13（1924）年

12月には本所区小梅瓦町〜花川戸間

の敷設免許を得ている。

その前年9月に起きた関東大震災で

は東京の下町を中心に大火災が発生、

犠牲者は約10万人に及んだが、その

復興事業では世界にも例を見ないほど

の広大な面積の区画整理事業が東京市

の中心部から東側にかけて行われた。

「火
ひ

除
よけ

地」を兼ねた広大な復興公園が

いくつもつくられ、隅田川東岸にはこ

の時に隅田公園が整備されている。

東武の延伸計画は、その端を流れる

北十間川に沿って高架線で現在の浅草

駅まで建設するものであったが、その

計画に住民は反対した。結果的に線

路敷設は認可されたのだが、大正13

（1924）年10月31日に「本所区民大

会」が出した宣言書では「土地ノ繁栄

ヲ阻止シ、帝都ノ美観ヲ害シ、水利ヲ

妨クル有害ナル計画ナルノミナラス近

来ノ都市ニシテ高架鉄道ヲ企ツル如キ

ハ時代錯誤ノ甚シキモノ」と批判した。

特に景観の見地から高架線を時代錯

誤と評しているところなど、現在の日

本よりもむしろ意識が高いかもしれな

い。ちなみに隅田公園の上空には戦後

になって首都高速道路が建設され、東

武の高架どころではない景観破壊が行

われた。どうやら高度成長期にこの国

では「経済は景観や居住環境に優先す

る」というパラダイムシフトが起こっ

たようだ。

昭和6（1931）年5月25日、冒頭に

も記したように松屋百貨店のビルの中

に新たなターミナルとして「浅草雷門」

という名の駅が開業したが、住民の意

向は大いに影響を与えたようで、隅田

川橋梁は景観と車窓の眺めに配慮して

高いトラス橋をやめて「中路カンチレ

バーワーレントラス
＊

」を採用している。

架線柱も曲線を用いた独特なデザイン

となった。

駅ビルの設計は鉄道省の初代建築課

長をつとめた久
く

野
の

節
みさお

。地上7階、地下

1階のビルディングは当時の浅草でも

抜きん出た存在で、東京随一の繁華街

である浅草の玄関口にふさわしいもの

であった。その地下にはすでに昭和2

（1927）年12月30日、「東洋初の地下

鉄」も一番乗りしている。東京地下鉄

道、現在の東京メトロ銀座線である。

浅草雷門駅が「浅草」に改称したのは

昭和20（1945）年10月1日のことだ。

＊三角形に組み合わせたトラス（骨組み）で桁
をつくった橋。また、中路とは、軌道面がトラ
スの中間の位置に設けられている橋のこと。
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back
number

No.1 特集「都市の幹線道路」 （1984.2）在庫切れ

No.2 特集「都市公園」 （1984.5）在庫切れ

No.3 特集「都市と河川」 （1984.12）

No.4 特集「子どものための都市計画」 （1985.6）在庫切れ

No.5 特集「都市と盛り場」 （1985.12）

No.6 特集「都市生活と神社仏閣」 （1986.5）

No.7 特集「住宅地の道路と家並み」 （1986.9）

No.8 特集「都市とヒューマンスケール」 （1987.3）

No.9 特集「都市と水辺」 （1987.7）在庫切れ

No.10 特集「都市の景観」 （1987.12）在庫切れ

No.11 特集「都市と防火」 （1988.7）在庫切れ

No.12 特集「都市とアメニティ」 （1988.12）在庫切れ

No.13 特集「都市と運河」 （1989.8）

No.14 特集「都市再開発とアーバンデザイン」 （1989.12）

No.15 特集「アミューズメントと都市」 （1990.3）

No.16 特集「高齢化社会と都市」 （1990.6）在庫切れ

No.17 特集「私鉄と歩んだ都市」 （1990.9）

No.18 特集「都市とホール」 （1990.12）

No.19 特集「エコロジー都市」 （1991.3）

No.20 特集「新・集合住宅論」 （1991.6）

No.21 特集「新・リゾート論」 （1991.9）

No.22 特集「都市と商業空間」 （1991.12）

No.23 特集「都市の民俗誌」 （1992.3）

No.24 特集「都市と緑化」 （1992.6）

No.25 特集「公共建築のデザイン」 （1992.9）

No.26 特集「都市と高層ビル」 （1992.12）

No.27 特集「住宅の間取り」 （1993.3）

No.28 特集「都市と広告」 （1993.6）

No.29 特集「都市の上水道」 （1993.9）

No.30 特集「都市の保存」 （1993.12）

No.31 特集「ミュージアムと都市」 （1994.3）

No.32 特集「プレハブ住宅」 （1994.6）

No.33 特集「都市の色彩」 （1994.9）

No.34 特集「観光都市の条件」 （1994.12）

No.35 特集「都市と下水道」 （1995.3）

No.36 特集「マンションのメンテナンス」 （1995.6）

No.37 特集「都市と歩道空間」 （1995.9）

No.38 特集「ゴミとリサイクル」 （1995.12）

No.39 特集「住宅の水まわり」 （1996.3）

No.40 特集「都市の駐車空間」 （1996.6）

No.41 特集「橋のデザイン」 （1996.9）

No.42 特集「建築と木材」 （1996.12）

No.43 特集「輸入住宅」 （1997.3）

No.44 特集「都市と学校」 （1997.6）

No.45 特集「環境共生型まちづくり」 （1997.9）

No.46 特集「都市と情報化」 （1997.12）

No.47 特集「老いない住宅」 （1998.3）

No.48 特集「都市と駅舎」 （1998.6）

No.49 特集「住宅のコスト」 （1998.9）

No.50 特集「路面電車ルネサンス」 （1998.12）

No.51 特集「ヒトが集まる、まちがにぎわう─集客都市へ」 （1999.3）

No.52 特集「シルバー・ハウジング」 （1999.6）

No.53 特集「NPOとまちづくり」 （1999.9）

No.54 特集「地域のノード、公共施設の新潮流」 （1999.12）

No.55 特集「都市公園の未来」 （2000.3）

No.56 特集「まちづくりの新しいパラダイム」 （2000.6）
●対談│21世紀「まちづくり」の条件│日端康雄＋林泰義
●対談│ソフトインフラをつくる─多様性としてのまちづくり│延
藤安弘＋折戸雄司
●クロニクル・アーカイブス│都市開発・まちづくりの50年─戦後
「都市」はどう変わったか
●対談│バーチャルシティのデザイン─伽藍型まづくりからバザー
ル型まちづくりへ│山形浩生＋五十嵐太郎
●連載│高齢化社会のまちづくり・5
●連載│都市を拓いた人 ・々34 四日市

No.57 特集「島のまちづくりに学ぶ│沖縄編」 （2000.9）

No.58 特集「地域に開く大学」 （2000.12）

No.59 特集「危機管理のまちづくり」 （2001.3）

No.60 特集「保存─都市と建築、過去と未来をつなぐもの」 （2001.6）

No.61 特集「30代建築家の都市イメージ」 （2001.9）

No.62 特集「使う建築、使うまち─都市のストック活用法│国内編」 
 （2001.12）

No.63 特集「LETS的まちづくり」 （2002.3）
●インタビュー│LETS・地域通貨・エコマネー─「まちづくり」への
可能性│地域通貨で「体験」する「まちづくり」│森野栄一／「エコ
マネー」は町に奉仕する│加藤敏春／グローカルなバーチャル・コ
ミュニティ通過「Q」│西部忠
●ケーススタディ│LETS・地域通貨・エコマネー、こんな形、こんな方法
●ルポ│渋谷発、アースデイマネー〈r〉は、渋谷の町を生まれ変わら
せるか
●インタビュー│地域通貨はNPOの発展を促すか│下田博次
●ルポ│都市の中に芽生え始めたLETS的なるもの
●連載│都市を拓いた人 ・々38 金沢

No.64 特集「『都心居住』のまちづくり」 （2002.6）

No.65 特集「都市はアートで刺激される」 （2002.9）

No.66 特集「ランドスケープ・デザインの新展開─
地形を活かしたまちづくり」 （2002.12）

No.67 特集「スローライフとまちづくり」 （2003.3）

No.68 特集「サステナブルな都市“成長”政策─ 
都市計画と長期ビジョン」 （2003.6）

No.69 特集「吉祥寺─住みたい町ナンバー1の理由」 （2003.9）

No.70 特集「緑の建物づくり」 （2003.12）

No.71 特集「都市と観光、新たな視点」 （2004.3）

No.72 特集「構造改革特区とまちづくり」 （2004.6）

No.73 特集「マルチプル／モビリティ コンパクトシティの条件」 （2004.9）

No.74 特集「都市の言説を巡る旅
10のキーワードから探る都市［論］の現在」 （2004.12）

No.75 特集「マルチモーダルが都市を楽しくする［ヨーロッパ編］」 
 （2005.3）

No.76 特集「路地・横丁空間からの都市再生」 （2005.6）

No.77 特集「公共空間、新たな視点」 （2005.9）

No.78 特集「小さな町の豊かな暮らし」 （2005.12）

今号と関連する特集号をPick Up
（その他は特集タイトルのみ）
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No.79 特集「都市の「良質な」居住環境」 （2006.3）

No.80 特集「エリア・スタディ・シリーズ  
わが町流まちづくりのすすめ─❶」 （2006.6）

No.81 特集「「安全・安心のまちづくり」を考える」 （2006.9）

No.82 特集「エリア・スタディ・シリーズ
「ロハス」時代の、「素顔のまま」でまちづくり」 （2006.12）

No.83 特集「ジェイン・ジェイコブスの宿題」 （2007.3）重版

No.84 特集「サイクリング・シティの可能性」 （2007.6）

No.85 特集「地図とまち─見る・歩く・つくる」 （2007.9）

No.86 特集「エリア・スタディ・シリーズ 
わが町流まちづくりのすすめ─❷」 （2007.12）

No.87 特集「「美味し国」の景観論─フランス、都市景観の新たな創造」 
 （2008.3）

No.88 特集「美味しいまちづくり」 （2008.6）

No.89 特集「都市を愉しむいくつかの方法」 （2008.9）

No.90 特集「シュリンキング・シティ─縮小する都市の新たなイメージ」 
 （2008.12）

No.91 特集「都市彩譜─まちのいろどりのふ」 （2009.3）

No.92 特集「fun town─たのしい・かわいい・やさしいまちづくり」 
 （2009.6）

No.93 特集「マチとムラの幸福のレシピ」 （2009.9）

No.94 特集「創造のまちづくり」 （2009.12）

No.95 特集「団地ルネッサンス」 （2010.3）

No.96 特集「風と土のインダストリー 地場産業の未来」 （2010.6）

No.97 特集「新しい公共交通～生活支援ネットワークへ～」 （2010.9）

No.98 特集「下北沢から「都市」を考える」 （2010.12）在庫切れ

No.99 特集「「学校」からのまちづくり」 （2011.3）

No.100特集「21世紀のまちづくり
「情報革命が、都市をどう変えようとしているのか」」 （2011.6）

No.101 特集「震災後の地域・コミュニティ・住まい─再生・復興への視点」 
 （2011.9）

No.102特集「交流住宅─新しい暮らしのかたち」 （2011.12）

No.103特集「時間に暮らす」 （2012.3）

No.104特集「エリア・スタディ・シリーズ 
地産地消エネルギーのまちづくり」 （2012.6）

No.105特集「 「町おこし」新潮流─ 
地域に埋もれたコンテンツを発信する」 （2012.9）

●町おこし「コンテンツ」カタログ「街コン」│「食と恋」で中心市街
地を活性化│宇都宮を代表する、一大イベントに成長した「宮コン」
／「キャラおこし」│アニメとヒーローで地域社会を盛り上げる│
ご当地ヒーローのモデルを確立した「超神ネイガー」／多彩なコン
テンツで、町とアニメ文化が交感する「マチ★アソビ」／「スポーツ
ツーリズム」│個性豊かなスポーツイベントで、地域経済を活性化
│新たなスポーツ観光市場を創造する「さいたまスポーツコミッシ
ョン」／「産業観光」│ものづくり大国ニッポンの魅力を発信する│
「ものづくり」の現場から、町の底力を再発見／〈埼玉県〉子供の好奇
心を刺激する「埼玉県ものづくりスタンプラリー」／〈東京都大田区〉
「モノづくりの町」を楽しむ「おおたオープンファクトリー」／〈東京
都板橋区〉製造業の活性化を目的とした「産業観光」／「農業ベンチ
ャー」│持続可能なコミュニティビジネスとして│住民出資でコミ
ュニティビジネスを展開する「秋津野ガルテン」
●お宝発掘で地方の魅力をアピール│殿村美樹
●町おこしは、個性ある地域づくりから│伊藤正昭
●エドナ・エグチ・リードさんに聞く ミルトン・キーンズ、アートに
よるまちづくり
●私の好きなまち・くらし4 ストックホルム│小谷部育子
●岩手県立高田高等学校の災害復旧事業着工式

No.106特集「子どもの空間とまちづくり」 （2012.12）在庫切れ

No.107特集「シティホール─市庁舎の新潮流」 （2013.3）

No.108特集「都市の〈隙間〉に集い、憩い、賑わう」 （2013.7）

No.109特集「瀬戸内文化の再生 爺さま、婆さまを元気にする芸術祭」 
 （2013.11）

No.110 特集「都市とサイン」 （2014.3）

No.111 特集「自由が丘─暮らしやすさの秘密を探る」 （2014.7）

No.112 特集「新しいパートナーシップ─PPP＞PFI＞コンセッション方式」
 （2014.11）

●インタビュー│公的ストックを活用した都市のリノベーション│
PPP/PFIの活用が拓く、地方公共団体の未来│植田和男／便利で愉し
い町をつくる、コンセッション方式の可能性│福田隆之
●note│PPP/PFIの基礎知識
●ケーススタディ│PPP/PFIで、わが町流の「まちづくり」│岩手県紫
波町「オガールプロジェクト」─公と民の責任ある連携で、魅力ある
「コンテンツ」を実現する／大阪府八尾市「八尾市立病院」─運営型
PFI事業で、良好な「協働」関係を生み出す／東京都立川市「立川市子
ども未来センター」─「まんが」をテーマとする公共施設で町の賑わ
いを創出／東京都府中市「ルミエール府中」─図書館と市民会館の
複合化により、地域の文化拠点の核となる
●連載│スキマファイル・3│白金・白金台のスキマ 大規模開発のと
なりは町工場
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く・3│矢本西保育園／薫
る風・上原こども園
●私の好きなまち・くらし・10│長野市│山岸健

No.113 特集「新しい図書館」 （2015.3）

No.114 特集「空き家─家と暮らしと地域のこれから」 （2015.7）

No.115 特集「酒とまちづくり」 （2015.11）

No.116 特集「ロスト近代と都市の未来」 （2016.3）
●対談・1│生態的都市─可能性としてのテリトーリオ│進士五十八
×陣内秀信
●対談・2│過疎を逆手に─あえて都市に野生を放つ│林直樹×姥浦
道生
●対談・3│都市の潜在能力─ロスト近代・ヘトロトピア・自然の多産
性│内田隆三×橋本努
●グラビア│parallelismo│鈴木知之
●スキマファイル・7│水都大阪、スキマクルージング　水の回廊を
巡る
●子どもたちの「笑顔」に会いに行く・7│代沢みこころ保育園／
ABCみかげ保育園

No.117 特集「建築とまちづくり」 （2016.7）

No.118 特集「空き地カルチャー　多孔質都市の可能性」 （2016.11）

No.119 特集「〈ゲストハウス〉的まちづくり」 （2017.3）

No.120特集「ライフスタイルとしての「防災」」 （2017.8）

No.121 特集「夕方からのまちづくり」 （2017.12）

No.122 特集「これからの住まい・くらし─やわらかい都市へ」 （2018.4）

No.123特集「みんなでつくり、みんなでつかう」 （2018.8）
●鼎談│「みんなの家」と公共性│伊東豊雄×齋藤純一×小泉秀樹
●ルポ│人と町をつなぐ「みんなの家」
●ケーススタディ│「みんなの」新しい場所│ヨコハマ・アパートメ
ント／31VENTURES KOIL（柏の葉オープンイノベーション・ラボ）
／グリーン大通り・南池袋公園／MAD City／まちのこども園 代々
木公園
●連載│Let’s Greening! 緑のまちづくり・1│「もみじの庭」をお裾
分けするポケット・ガーデン
●連載│子どもたちの笑顔に会いに行く・14│ハピネス保育園
●連載│噂の「駅前」探検・1│品川│今尾恵介

No.124特集「生まれ変わる街―渋谷・新宿・池袋」 （2018.12）

No.125特集「オープンスペースからのまちづくり」 （2019.4）

No.126特集「都市と木材」 （2019.8）

No.127特集「カフェとまちづくり─心地よい空間と街並み」 （2019.12）
●鼎談│なぜ、街には「カフェ」が必要なのか│塚本由晴╳田中元子╳大村謙
二郎
●ケーススタディ│日常に溶け込む、心地よい空間…サードプレイスとして
のカフェ│子育て支援を軸に、地域の「縁」を結ぶ─café+1（カフェ・プラスワ
ン）／高校生をひいきする町のサードプレイス─コミュニティカフェ
EMANON（エマノン）／不動産会社が経営する、人と街をつなぐ拠点─コマエ
カフェ /コマエカフェ不動産
●ルポ│カフェから始まるまちづくり…東京・国分寺
●インタビュー│「出会いの場」としてのカフェ│飯田美樹
●連載│Let’s Greening! 緑のまちづくり・5│輪島の朝市横蝶～蝶々とあそ
ぶ、みんなの庭をつくろう
●連載│子どもたちの「笑顔」に会いに行く・18│ちいさいおうち小石川
●連載│噂の「駅前」探検・5│大宮駅│今尾恵介・小夜小町・坂本政十賜



information

今年度実施の第29回研究助成には45件（一般研究31件、奨励研究14件）の応募がありました。 
1月に開催した審査委員会で11件（一般研究6件、奨励研究5件）を選定し、2月の理事会において決定いたしました。 

助成対象となった研究課題は次のとおりです。

2019年度研究助成対象課題（応募受付順・敬称略）
研究課題名 助成金額

一般研究 大江戸・東京／都市街区幾何形状の歴史的進化に関する実証的研究
―徳川期・寛文年間から令和に至る350年の街区変遷から読み取る災害インパクト― 
 谷本 潤（九州大学大学院総合理工学研究院 教授）

110万円

外国人の目から見た関東大震災の被害と復興に関する研究  
 落合 知帆（京都大学大学院地球環境学堂 准教授）

110万円

魅力ある郊外での暮らしに関する研究
―イギリスの事例からまちづくりの担い手と住人の課題を探る―
 石見 豊（国士舘大学政経学部 教授）

100万円

子どもが感じている「将来の子育て像」に基づいた都心居住環境の評価
―TokyoとSeoulを対象として― 丹羽 由佳理（東京都市大学環境学部 准教授）他1名

100万円

持続可能な公園墓地の空間管理と墓園運営：アメリカの歴史的田園墓地に着目して
 坂井 文（東京都市大学都市生活学部 教授）

110万円

住民投票の受容条件を探る―サーベイ実験によるアプローチ
 砂原 庸介（神戸大学大学院法学研究科 教授）他1名

110万円

奨励研究 在日イスラム系外国人の避難所としてのモスクの利用可能性の検討
 小谷 仁務（東京大学大学院新領域創成科学研究科 助教）他1名

72万円

鞆の浦における町並み保存型まちづくりの展開過程 
―住民による町並み保存の継承と制度への展開― 松井 大輔（新潟大学工学部 助教）他3名 

72万円

大規模災害時における保育施設の避難所活用から見た地域住民と保育施設の関わりに関する研究
 藤井 里咲（東京電機大学未来科学部 助教） 

72万円

超高齢社会における身体機能変化対応型住宅に関する研究～QOLや転倒恐怖感に着目して～
 上田 哲也（大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科 助教） 

72万円

地方創生のための観光振興と観光公害―宿泊税導入を用いた分析―
 鈴木 崇文（東京大学大学院経済学研究科 特別研究員）他1名

72万円

2019年度研究助成公募課題決定
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第一生命財団は、第一生命保険相互会社（現第一生命保険株式会社）からの拠出金をもとに設立された都市のしく

みとくらし研究所、地域社会研究所および姿勢研究所が、2013年4月1日付で合併し発足した一般財団法人です。

当財団は、豊かな次世代社会の創造に寄与することを目的として、少子高齢化社会において、健康で住みやすい社

会の実現に向けた調査研究ならびに提案、助成等を行っています。具体的には、これまで取り組んできた「都市と

くらし」「コミュニティ」「姿勢と健康」に関する調査研究と啓発活動に加え、社会的に喫緊の課題である「待機児童

対策」の一助となるべく、新設の保育所（認定こども園を含む）に対する助成事業および緑豊かな住環境の整備の

ための都市緑化に関わる助成事業「緑の環境プラン大賞」に取り組んでいます。

●ホームページ　http://group.dai-ichi-life.co.jp/dai-ichi-life-foundation/

第一生命財団について

購読のご案内

年3回（4月・8月・12月）発行、頒価500円＋送料実費

定期購読は諸般の事情により受付を終了しました。毎号内容（PDF）をホームページに掲載いたしますので、そちら

をご覧になり、ご希望の号をお求め願います。

 2020年4月発行

企画委員 日端康雄（慶應義塾大学名誉教授）

 陣内秀信（法政大学特任教授）

 大村謙二郎（筑波大学名誉教授）

 小泉秀樹（東京大学教授）

 木下庸子（工学院大学教授・設計組織ADH代表）

 小野文夫（第一生命財団常務理事）

 佐藤 真（株式会社アルシーヴ社）

編集・発行  一般財団法人 第一生命財団
  東京都千代田区平河町1丁目2番10号平河町第一生命ビル2階 

電話03-3239-2312

編集協力 株式会社アルシーヴ社 
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デザイン・レイアウト 生沼伸子
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